































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学籍番号 問題1（3点） 問題2（18点） 問題3（6点） 問題4（15点） 問題5（15点）
総合計
（57点） 順位
0 14 6 13 15 48 4
1 15 6 14 11 47 7
1 16 6 13 14 50 2
3 15 6 14 15 51 1
1 18 6 12 11 48 4
0 10 4 10 9 33 14
0 4 3 1 0 8 20
2 13 6 8 12 41 10
1 10 5 11 10 37 11
2 14 6 12 13 47 7
0 9 5 9 8 31 16
3 13 6 10 10 42 9
1 17 6 11 13 48 4
1 10 6 7 7 31 16
0 9 5 5 6 25 19
2 16 6 11 14 49 3
2 10 6 10 7 35 12
0 11 4 8 11 34 13
3 10 5 7 8 33 14
1 12 6 5 4 28 18






















































































































































































































































???????????ー? ー? ー口?????? ???????????????
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日本事情の教育ドメインをどうデザインするべきか（その1）
第7講　　激しい受験地獄と勉強しない大学生一アマン先生へのお答え一
　　　　　一entrance－examina“on　hell　and
　　　　　　　　　　　　　　idle　university　students一
①話のエッセンス
　　同僚のオーストリア人教師のアマン氏からの、あれほど激しい受験戦争
　を戦ってきた大学1年生が、不本意入学すると敗者復活戦を大学時代に行
　なおうとせず、殆どの学生が熱心に勉強しようとしないのはなぜかという
　問いかけに答えたものが本節の話である。
　　答えの論旨はおおよそ次の通りである。
　　日本人の大学生は、社会によってその勤勉さを剥奪されてきたばかりで
　なく、大学教育そのものによっても勤勉さを剥奪されてきた。しかし近年
　の高失業、学卒労働市場の縮小に伴う就職難の時代と、リストラや企業倒産
　による定年までの雇用保障の崩壊の中で、大学生達は学習する必要性に目
　覚めっっあるが、そのような学生の要求に応えうるpractical　knowledge
　を与えうるr組織的教育能力」を十二分に有している大学は残念ながら極
　めて少ない。大学は教育能力を高めていく自己変革が必要であり、その為
　の処方箋のひとっを私は提案した。大学生は良いゼミナールで厳しいト
　レーニングを受け、employabilityの内容の大きな一部分をなす、価値
　観の束とmust　ski11とpower－up　ski11を高めていく努力を自ら重ねてい
　かねばならない。
②キーワード
　　アマン先生（せんせい）の3つの疑問（ぎもん）、不本意入学（ふほん
　いにゅうがく）、敗者復活（はいしゃふっかっ）、学習（がくしゅう）から
　の逃走（とうそう）、アマン先生の宿題（しゅくだい）、大学（だいがく）
　の学習価値（がくしゅうかち）、：Leaming　makes　your　future．
　　社会（しゃかい）によって剥奪（はくだつ）される勤勉（きんべん）さ、
　偏差値（へんさち）、持続的学習能力（じぞくてきがくしゅうのうりょ
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く）、企業内教育（きぎょうないきょういく）、訓練可能性（くんれんかの
うせい）、配置転換（はいちてんかん）、昇進（しょうしん）、労働生産性
（ろうどうせいさんせい）、企業内能力開発（きぎょうないのうりょくか
いはっ）、人的資源管理（じんてきしげんかんり）、採用（さいよう）のコ
ストとリスク、日本（にほん）の労働市場（ろうどうしじょう）の特質
（とくしっ）
　教育（きょういく）によって剥奪（はくだっ）される勤勉（きんべん）
さ、教育内容（きょういくないよう）の100％の自由（じゆう）、教育方法
（きょういくほうほう）の100％の自由（じゆう）、自由人（じゆうじん）
の集合体（しゅうごうたい）、個人（こじん）の良心（りょうしん）、教育
重視文化（きょういくじゅうしぶんか）、安定（あんてい）と堕落（だら
く）、単位取得（たんいしゅとく）の容易（ようい）さ、楽勝科目（らく
しょうかもく）・敗北（はいぼく）の見（み）えにくい集団敗北（しゅう
だんはいぼく）ゲーム、教育（きょういく）しない教師（きょうし）
　社会的不用大学（しゃかいてきふようだいがく）の6つのシグナル、受
験生（じゅけんせい）マーケット、労働（ろうどう）マーケット、卒業生
満足度（そっぎょうせいまんぞくど）、従業員（じゅうぎょういん）の所
属大学評価（しょぞくだいがくひょうか）、外部評価（がいぶひょうか）
に耐（た）えうる研究者（けんきゅうしゃ）の数（かず）、地域貢献（ち
いきこうけん）の度合（どあ）い
　社会的（しゃかいてき）に有用（ゆうよう）な大学（だいがく）、専門
能力（せんもんのうりょく）の束（たば）、人問的常識（にんげんてき
じょうしき）の束（たば）、個人的教育倫理（こじんてききょういくりん
り）、学校文化（がっこうぶんか）、悪貨（あっか）は良貨（りょうか）を
駆逐（くちく）する、組織的教育能力（そしきてききょういくのうりょ
く）
　高失業率（こうしっぎょうりっ）、学卒未就職者（がくそっみしゅう
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しょくしゃ）の増加（ぞうか）、大学院進学（だいがくいんしんがく）、新
卒採用（しんそつさいよう）の抑制（よくせい）、employability、社会
的（しゃかいてき）に動機付（どうきづ）けられた勤勉（きんべん）さ、
リストラ、倒産（とうさん）、指定席券社会（していせきけんしゃかい）、
目覚（めざ）めた学生（がくせい）、目覚（めざ）めぬ教員（きょういん）、
教育能力（きょういくのうりょく）を欠（か）いた教員（きょういん）、
学習意欲（がくしゅういよく）、教育意欲（きょういくいよく）、知的能力
（ちてきのうりょく）の枯渇（こかっ）、無限持続的学習（むげんじぞく
てきがくしゅう）
外発的動機付（がいはつてきどうきづ）け、第三者（だいさんしゃ）に
よる授業（じゅぎょう）の外部評価（がいぶひょうか）、学生（がくせ
い）による授業（じゅぎょう）の内部評価（ないぶひょうか）、同僚（ど
うりょう）による授業（じゅぎょう）の内部評価（ないぶひょうか）、宇
都宮大学国際学部（うつのみやだいがくこくさいがくぶ）の外部評価報告
書（がいぶひょうかほうこくしょ）、父兄（ふけい）による授業参観
（じゅぎょうさんかん）、授業改善（じゅぎょうかいぜん）プラン、同一
科目（どういつかもく）の複数同時開講（ふくすうどうじかいこう）、講
義負担（こうぎふたん）の軽減（けいげん）、学内行政負担（がくない
ぎょうせいふたん）の軽減（けいげん）、インセンティブ
　ゼミナール、本物（ほんもの）の人物（じんぶっ）、個別的対応（こべ
ってきたいおう）、本格的（ほんかくてき）ゼミナール、アットホームだ
けのゼミ、サークルゼミ
大学時代（だいがくじだい）の発達課題（はったっかだい）、個性（こ
せい）、物理的個性（ぶっりてきこせい）、性格的個性（せいかくてきこせ
い）、価値観（かちかん）の束（たば）、能力（のうりょく）の束（たば）、
must　skill、professional　skill、power－up　skill、基礎勉強体力（きそ
べんきょうたいりょく）、自己学習能力（じこがくしゅうのうりょく）、
abiIity　making　ability、知的含（ちてきふく）み、情報検索能力（じょ
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うほうけんさくのうりょく）、本（ほん）の活用能力（かっようのうりょ
く）、1人QCサークル、ベンチマーキング
1、アマン先生の質問
　私どもの大学には、新入生を大きなホテルに集めて一泊させて大学に慣れ
るように準備教育を行なうr新入生オリエンテーション」と呼ばれる催しが
あり、自宅以外では良く眠れない私は1年生のクラス担任の時しか参加しま
せんので4年に1回しか参加しませんが、今年（1999年4月）の前は4年前
の1996年4月のことでしたが、そこで私は大変面白い体験をして、これから
話すようなことを考え始めてようやく最近まとまったのです。
　私の勤務している大学でドイツ語とフランス語を教えているオーストリア
人のアマン先生から夜ホテルの部屋で私におおよそ次のような質問がなされ
ました。アマン先生が私に対してある質問をしようと思われたきっかけは、
その晩の夕食後に行なわれた在学生代表による新入生歓迎レセプションの席
上での在学生代表の発言でした。10人近くの先輩学生全員が、r白鴎大学は
第1志望ではなかった。本当に入りたかった大学は別にあった」と話しまし
た。このことがオーストリア人のアマン先生にとっては不思議でたまらない
ことでした。アマン先生はもし自分達オーストリア人ならば、希望とは違う
大学へr不本意入学」したとしても、入学後に頑張って実力を着けて社会に
出れば希望の大学に入れなかったとしても人生に負けたことにはならないと
r敗者復活の機会の存在」を確信し、大学で一所懸命努力しようとするで
しょう。それなのに自分が教えている大学生の殆どが大学で余り勉強しよう
とはしていないと思われます。日本人学生達はrなぜ入学した大学で懸命に
勉強しようとはせずに学習から逃走しようとするのですか」とアマン先生は
私に質問されたのです。
　私自身の大学入学時、国立一期校（格上の国立大学）の入試に失敗し、二
期校の福島大学へ入学した当初にこれからは学歴だけでは生きていけない。
とにかく必死に勉強して実力を着けなければいけないと考え、高校生の時よ
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りも真剣に勉強した経験を持っていましたので、「大学の学習価値」に露ほ
どの疑いも持ったことがありませんでしたからアマン先生の質問は私にとり
大変新鮮なものでした。
　私は自分の貧弱な英語力を総動員してアマン先生に2時間近く説明をしま
したが、自分でも100％の確信の持てる説明ではないことを話しながら十分
に自覚していました。その後私はrアマン先生の宿題」を胸にしまい、折に
触れて考えを重ねてまいりました。私は直接的な解答を考えるという作業を
時々行なう一方で、1年生の経営学や2年以上の学生を主要対象とする経営
学史1・豆、経営戦略論という自分の科目の中で、なぜ大学に入ってから一
所懸命に勉強する必要があるのかというr大学の学習価値」を積極的に話す
ように心がけ、：Leaming　makes　your　future．というメッセージを学生達
に語り続けています。それと同時に大学卒業生が身に着けるべき能力の束を
構成する各能力の特質とその修得方法をも積極的に語りかけています。
　それでは、以下においてアマン先生の宿題に対する私の一応の答えを述べ
ていきましょう。
2．社会によって勤勉さを剥奪されている大学生
　学生が大学で殆ど勉強しない（特に文科系、社会科学系の大学ではそうで
すが）という傾向が日本社会に定着してきたこと、っまり大学生をr勉強し
なくてもいいのだ」と社会的に動機付けてきた要因としては、大学内部と、
学生が卒業後就職する企業の側という大学外部の要因との2つを挙げること
ができます。
　まず初めに、大学生がr社会によって勤勉さを剥奪されている（socially
deprived　industriousness）」という状況にっいてお話ししましょう。
　文科系の大学卒業生は理科系の大学卒業生とは異なり、大学で何をどれだ
け勉強してきたのかは就職する会社からはこれまでは余り問題されることは
ありませんでした。その替わりにr出身大学名」がかなり重視されてきまし
た。出身大学名によって実質的に重視されてきたのは、偏差値の高さ、つま
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り入学試験得点能力の高さでした。学校歴はその能力を表わすシグナルの役
割を果たしてきました。シグナルとしての学校歴によって示される偏差値の
高さは、余り面白くない受験勉強をコツコツ続けるr持続的学習能力」を表
していると考えられ、企業にとってそれはr企業内教育（intra－company
education）」によって効率的かっ効果的に仕事能力を身に着けていく「訓
練可能性（trainability）」の高さを意味しているのです。高偏差値一高訓
練可能性の所有者ほど教育訓練コストが少なくて企業にとり望ましいのです。
　日本の企業において訓練可能性が重要視されるのには理由があります。終
身雇用慣行が主流の日本の企業の中で従業員は様々な仕事を行なうこと（配
置転換）が普通ですし、継続的に肩書きも変化し（昇進）沢山の部下を管理
できなければなりませんからr企業内能力開発」が不可欠になります。さら
に日本型雇用慣行である年功賃金制の元では同じ仕事に就いていても年々賃
金は上昇していきますから、その賃金上昇に見合う分仕事の能率（労働生産
性）が上がっていかなければなりませんから、その点からもr企業内能力開
発」は必要不可欠になります。日本の大企業は、高い訓練可能性の持ち主を
入社させ、潤沢な資金によって企業内教育投資を従業員に対して行なうこと
いうr人的資源管理（human　resource　management）」を実施してきた
と言えるでしょう。
　企業の人事担当者にとり、終身雇用慣行のもとでは1人の正社員を雇用す
ることは、賃金だけで4～5億の買い物を意味しており、賃金以外のものを
含めての総人件費は極めて大きな額にならざるをえません。人材採用のコス
トとリスクをともに削減しようとする場合、学校歴を予め考慮して決めるこ
とは、これまではそれなりに合理的だったと言えるでしょう。勿論学校歴の
みで劣悪な労働者を採用するリスクを減らす為に面接試験が行なわれること
となるのです。
　文科系の大学生の就職したい大企業が、大学4年間の学習成果を殆ど評価
せずに入学時の偏差値の高さを重要な基準として採用行動を行なうという日
本の労働市場の特質をr観察学習」してくれば、入学後にr敗者復活」の
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チャンスは殆どないと「思い込んで」学習意欲を持たなくなることは極めて
自然なことでしょう。このようにして日本人の大学生（特に文科系の）は勤
勉さを社会によって剥奪されてきたと言うことができるでしょう。
3．教育によって勤勉さを剥奪されている大学生
　それでは次に、大学生が他ならぬr教育によって勤勉さを剥奪されている
（educationally　deprived　industriousness）」という状況にっいてお話し
しましょう。
　大学というのは実に独特で不思議な組織になっています。必ず学習しなけ
ればならないr必修科目」と、自由に選べるr選択科目」の多様な授業が1
年間に本学の場合約120くらい開かれています。そのひとっひとっの講義で
どんな内容が話されるのかというr教育内容の100％の自由」と、どういう
ふうに教育し、どう評価するのかというr教育方法の100％の自由」を教員
1人ユ人が持っていて、他の誰かがその権利を侵害することはできません。
r自由人の集合体」が大学に他なりません。大学教員の昇進（えらくなって
いくこと）の基準は職務経験という物理的年数と研究論文の数（問題にされ
るのは数だけですから劣悪な質のものや極めて不十分な量のものも1本は1
本としてカウントされます）だけですから、大学ではr良い教育をする」こ
とは「組織的・制度的に全く動機付けられていない（organlzationally，
institutionally　not　motivated）」ことになります。良い教育をするかどう
かはr個人の良心」と、目に見えない大学のr教育重視文化」のいずれか一
方か双方が存在していなければなりませんが、それは例外的なケースになら
ざるをえないのが現実でしょう。
　私の大学時代に巡り合った先生の中には文字通り情熱を込めて講義する教
育熱心な方もおられましたが、大多数はr仕方なく」という様子がありあり
でした。1年生の時の化学の教授は、r世界中の苦悩を背負ったような顔付
きをして」、「いやでいやでたまらなそうに」授業をしました。遅れて教室に
入ってきて小さな声でボソボソと話すお葬式のような雰囲気の授業をしまし
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た。今でも鮮明に記憶に残っているこの授業ほどひどくはなくても、先生に
「何としても理解させよう」という気迫の全く感じられない「気の抜けた
ビール」のような授業はうんざりするほど沢山ありました。
　先に述べたように、卒業後の就職マーケットの状況からr学習意欲」を最
初から持っていない多数の学生達と、良い教育をしても何の見返りも（一見
したところ）無いのでr教育意欲」を欠いたこれも多数の教員達とにより、
大学内にはr安定と堕落」の雰囲気が漂わざるをえなくなってきます。この
ような学生と教員とが手を携えて作り出すのが、単位取得の容易なr楽勝科
目」の氾濫です。教育コストと学習コストを最小化したいという能率重視の
怠け者達による「敗北が見えにくい集団敗北ゲーム」が大学で恥も外聞も無
く繰り広げられることとなるのです。そしてこのようなゲームに参加する教
員にそうはさせないペナルティーが全く欠けているのが大学の特質ですから
r教育しない教師」が大手を振ってまかり通ることとなり、多くの大学生は、
「教育によって勤勉さを剥奪される」ことにならざるをえないのです。
補論　大学改革私案
1．社会的に必要とされない大学6つのシグナル
　大学が社会的に必要とされるかどうかのシグナルとしては次の6っを挙げ
ることができるでしょう。その第1のシグナルは、入学生の受験偏差値が50
から降下を続け受験倍率が低下していくことで、受験生マーケットでの大学
格付けの低下と言うことができるでしょう。第2のシグナルは卒業生の就職
状況で、入社する会社の中のいわゆる有名大企業の割合の低下と実質就職決
定率の低下で、労働マーケットでの大学格付けの低下と言うことができるど
しょう。第3のシグナルは、卒業生の満足度調査です。これを調べるには、
「自分にもし子供が生まれたらこの出身大学に入学させるかどうか」を聞け
ば一目瞭然です。この答えのyesが少ない大学ほど教育サービス購入者の
満足度が低いこととなり、実際の消費者の購入後の大学格付けの低下と言え
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るでしょう。第4のシグナルはその大学で教えている専任教員が自分の子供
を是非入れたいと考えているかどうかです。それは大学の従業員による大学
の自己評価の高低を示すものだと言えるでしょう。この数字の低い大学は身
内からも評価されない大学と言えるでしょう。第5のシグナルは、まがい物
論文を書かず、本格的な論文をきちんと書き、大きな学会の全国大会で報告
し、文部省の科学研究助成金をもらっているような、外部からの評価に耐え
うる研究者が何人いるのかということです。外部の評価に耐ええない大学教
員が多ければ多いほど社会的に必要とされる度合いは低くならざるをえない
でしょう。第6のシグナルは、大学が立地する地域へのr地域貢献の度合
い」です。自治体の審議会や諮問機関への参加、地域の生涯学習への講師派
遣、大学の各種公開講座が充実しているかどうかが大学の社会的必要度の高
さを意味していると考えられます。
2．大学の存続と成長と組織的教育能力
　社会的に必要とされる大学として生き残っていける大学になりうる為の不
可欠の条件は、卒業生を職業人としても人間としても社会の評価に耐えうる
rまともな人間」として社会に送り出していくr組織能力」を大学が持って
いるかどうかです。卒業生は各種のr専門能力の束」でありr人間的常識の
束」でありr学習能力の束」であり、100数10単位分の多様な教育の集合的
な成果として形成されてくる能力の束として捉えることが可能です。多数の
教員の教育努力の集合体としてのr共創」の成果が学生の能力となるのです
が、実はここに大学教育の一番の問題点が潜んでいるのです。
　大学教育の内容と質の決定は100％、そのひとっひとつの科目を担当する
教員の裁量権の範囲内にあり、その結果大変劣悪な講義から極めて良質な講
義まで実に多くのバラ付きがあり、さらに問題を深刻にしているのは、大学
教員に良い教育を行なわせていくことをr強制する要因」は、日本の大学制
度からは決定的に抜け落ちていることです。良い教育を行なう教員に対する
正の報酬は勿論、劣悪な教育を行なう教員に対する負の報酬（ペナル
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ティー）も欠けている日本の大学では、良い教育を行なうかどうかは教員個
人の職業倫理と大学文化のみに依存することにならざるをえません。そのよ
うに良い教育活動を行なうことを組織的・制度的に強制するメカニズムが抜
け落ちている大学においては、良い教育をするべきであるというr大学文化
（co“ege　culture）」を有している伝統的大学の良識と、良い教育をしよう
という高いr教育倫理（educationaI　ethics）」を有している個人の良心と
に良い教育ができるかどうかは依存せざるをえません。
　良い教育をするべきであるという大学文化が欠けている大学においては、
r悪貨が良貨を駆逐する」という諺通りの事態が多かれ少なかれ進行してい
くことは、紛れの無い事実であり、そのような大学には劣悪な教育が大手を
振ってまかり通ることとなり、卒業生の質の向上を阻む大きな要因をなすこ
ととなりましょう。学生自身が社会的に評価される為に一所懸命に勉強しな
くてはとr目覚めた」場合においても、十分なr能力の束」を学生に身に着
けさせていくr組織的教育能力」を欠いた大学は、遂にそれを実現すること
が不可能であることは論を持たないでありましょう。
　私立大学の存続と成長とを可能にしていく原動力が、大学のr組織的教育
能力（organizational　capabilities）」以外にはありえないことはいくら強
調しても強調し過ぎることはありません。
3．目覚めない教員をどう変えるか
　最後に、最近になってきて大学生が大学で一所懸命に勉強し実力を身にっ
けておくことが、社会的に要請されてきたという社会状況の変化の内容を話
し、そのような社会的要請に応えることのできないという意味で、社会的有
用性の無い大学は淘汰され社会から消滅していかざるをえなくなるという事
情についてお話ししましょう。
　1999年3月の失業率は、調査を始めた1953年以降最悪の4．8％となり、完
全失業者数は339万人となり、学卒未就職者は30万人と過去最高になった
（日本経済新聞夕刊、1999年4月30日）。年齢別では、15～24歳男性が11．7
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％、女性が10．2％、25～34歳男性は5．0％となり、世帯主の失業率は3．4％で
最悪記録を更新した（朝日新聞、1999年5月1日）。学卒未就職者は昨年よ
り17万人増えて30万人に達し（東京新聞、1999年5月1日）、大学卒業後進
学を希望する学生が増え、1993年後のバブル崩壊後の5年間、文部省の学校
基本調査によれば、就職者は2％増なのに対し、大学院研究科や大学学部な
どへの進学者は31％増となり、これが若年失業率を押し下げる効果を果たし
ている（下野新聞、1999年5月1日）。とちぎ総研の調査によれば、県内企
業1，107社の今春の採用見込みは昨春に比べ全産業で32．9％減（東京新聞栃
木版、1999年5月2日）であり、県内の就職状況も厳しさが増しています。
　このような超氷河期に自己の就職能力（employability）を高めていくこ
とを、キャンパスライフの戦略的学習目標としていくことが今後の大学生の
大多数にとり不可欠となることは自明の理であります。このように労働市場
の大きな変化が、大学生の学習をr社会的に動機付け（socially　motivate）」
るようになってきたのだと言うことができるでしょう。
　さらにバブル後の平成不況の中で、中高年が突然会社からrリストラ」に
よって企業外に放り出される例が続発し、潰れることなどありえないと思わ
れてきた超有名大企業が倒産するという事実に直面した大学生達は、一旦入
社してしまえば定年まで雇用が保障され安定した生活が可能であったr指定
席券社会（reserved－seat－ticket　society）」は崩壊したことに気が付き、自
分の生活を守る為には、大学時代から必死に勉強し実力を身に着けるしかな
いということに気が付くようになってきました。このようにして大学生は勤
勉さをr社会的に動機付け」られてくるようになりました。キャンパスには
「目覚めた学生達」が増えてきました。
　しかしながら問題は、実力の着くよい教育をして欲しいという学生の要求
に応えようとしない（応えることができない）r目覚めぬ教員達」、r教育能
力を欠いた教員達」が大学に居座り続けているという日本の大学の現状の存
在です。従って今後学生にとり必要不可欠な高いemployabiliむyは、講義
やゼミに参加していれば自動的に身に着くと考えることは楽観的に過ぎます。
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学生側の努力が不可欠であるからという理由ばかりではありません。実は出
席してもemployabilityが身に着かないプアな講義や参加しても殆ど意味
がないゼミナールもどきがかなり存在しているからです。私自身の母校の講
義やゼミナールは大変優れていましたが、私の経験してきた狭い範囲内での
見聞から推測する限り現在の平均的大学におけるr教育能力」の低下は目を
覆わんばかりの状況です。私自身教壇に立ち23年間目を迎えていても、毎回
の講義の準備は夏・冬・春の休みや日頃からの準備と前日の準備を入れれば
1回分（90分）に付き現在でも9～10時問はかけています。勿論講義内容の
15～20％は毎年リニュアールしていますが、自分の事を偉そうに言っている
ように聞こえたら大変恐縮でありますがそのような教育者としてr当り前の
努力」をしている大学教員は例外的存在に過ぎません。先に述べた大学生が
大学によって勤勉さを剥奪されているという状況は、従来の教育環境の中で、
学生は学習意欲を失い、教員は教育意欲を失ってきているという意味で、
r社会的動機付けの不十分さ」によるmorale不足によって引き起こされて
きました。しかしながらこのような事態が長年持続し、歌を忘れたカナリヤ
ならぬr勉強することを忘れた学生達」とr教育することを忘れた教師達」
というr集団敗北ゲーム（co［lective　bse　game）」の入れ替わることのな
いゲーマーとしての教員達に、目覚めた学生達が実力の身に着く良い教育を
して欲しいと要求を出したとしても、それに応える「知的能力」は枯渇して
いるだろうことは推測に難しくはありません。それは現役引退して10年経っ
た元野球選手やJリーガーに、現役選手に混じって正規の試合に参加させる
ことを意味していることに等しいと言えるでしょう。
　私自身は知的能力が物理的に枯渇しないように、さらに知的能力が知的陳
腐化しないように絶えず新しい情報をインプットし続けていますが、これは
r無限持続的学習（never－ending　leaming）」に他なりませんから結構過
酷なレースです。しかしながらこの終わることの無い学習の価値はその実行
者にしか分かりません。言葉を飾らずに率直に語ることを許して頂くならば、
私は自分の勤務している大学に、私がそこで働いている限りにおいて我が子
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に進学することを勧め自分のゼミナールで鍛えるつもりですが、自分が万一
それは文字通り可能性はゼロに近いことですが辞職したならば我が子に進学
を勧める気持ちは120％無いことをここに正直に告白しておきたいと思いま
す。
　率直に言って現在の多くの大学では教育の質を高めていこうとするr内発
的努力」が生まれてくることは殆ど不可能だと言っても大きな間違いではな
いでしょう。教育の質を向上させていこうという努力をr外発的に動機付け
る」方法は大きく分けて2つあると思います。ひとつはr授業の外部評価シ
ステム」の制度化で、r第三者による授業の外部評価」とr学生による授業
の内部評価」及びr同僚による内部評価」の3つによって教育のパフォーマ
ンスを評価することです。宇都宮大学国際学部では学外者による教育・研究
の点検・評価をr外部評価報告書』としてまとめ、そこには57の科目にっい
てのr学生による授業評価アンケート結果」をも収録しています（下野新聞、
1999年5月4日）。榊原清則慶応大学教授は氏のエッセーの中で、r父兄によ
る自由な授業参観制度」を提唱しています。要は教室を「密室から脱却させ
る」ことが大切なのです。宇都宮大学国際学部のフォーマルな授業評価の試
みに対して、早稲田大学第二文学部の社会人学生のインフォーマルに作った
講義ガイドブックは、先発の2誌が「いかに楽に単位が取れるのか」に重点
が置かれていたのに対し講義満足度をr星5っ」で5段階評価したものであ
ります（朝日新聞、1999年5月4日）。
　このような公正な授業評価を厳正に行なった上で、次の2っのことを制度
化していくことが重要であると思われます。授業評価の著しく低い教員には、
r授業改善プラン」を提出してもらい、シラバスの改善と講義用ノートの作
り替えを大学当局が要請し、改善の努力をしない教員、改善を拒否する教員
の科目については、同一科目を別な教員によって同時開講していくことがひ
とっ目の制度です。人為的に競争状態を作り出していくことが、決して反省
することのない夜郎自大のような教員には必要な時代が来ていると思います。
授業評価の著しく高い教員に対しては、r授業負担の軽減」とr学内行政負
一145一
／
柳川高行
担の軽減」という「インセンティブ」が与えられるべきです。努力している
者が正当に報われることは大学という組織においても必要なことでしょう。
4．身に着けるべきemployability
　目覚めた学生達の身に着けるべきemployabiiityの内容について最後に
簡単に触れておきましょう。
　employabilityはいくつかの仕事能力の束と、良き職業人たりうる為の
いくっかの性格的特性、生活態度、学習能力との複合的組み合わせから成立
していると私は考えております。
　何をさて置いても真先に勧められることは、教育者としても研究者として，
もそして人間としてもr本物の人物」が行なっているゼミナールに参加する
ことです。ゼミナールはr万能薬」ではありませんが、学生1人1人の個人
的活動（レポート報告や発言、質問等）に対してr個別的対応」を行ない、
学生個人を聴き手とする発言が持続的反復的になされる大学の唯一の機会で、
最も教育効果の高い教育方法だと考えられます。私自身はゼミナールの恩師
から、専門的知識、日本語の話し方と書き方、英語とドイツ語の正確な読み
方、論理的思考方法、本の批判的かっ正確な読み方、さらに教育の仕方、研
究の仕方、人間として何が大切か、等々実に多くのことを学びました。現在
の私の職業人としての能力の殆ど全てを私は、r私の生命はゼミナールと講
義である」とおっしゃったゼミナールの恩師からプレゼントして頂いたもの
に他なりません。大学ではハードな、学生をよく成長させるr本格的ゼミ
ナール」をまず選ぶべきでアットホームなだけのゼミやサークルゼミのよう
?、rゼミナールもどき」は後で後悔することが多いと思います。高いem－
ployabilityを身に着ける最短距離はr良いゼミ」に入りガンガン勉強する
ことだとここで大いに強調しておきたいと思います。
　次にemployabilityを高めていく上で、何をどのように身に着けていっ
たら良いのかについて私の独断と偏見に満ちたr学習の勧め」を話してみま
しょう。
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　大学では人間としての個性の骨格を作ることが「大学時代の発達課題
（development　task　of　university　students）」だと私は考えています。個
性は学習や経験によって作られる度合いの低いものから、①物理的個性（顔、
背丈、声質、血液型等）、②性格的個性（几帳面、神経質、せっかち、陽気、
気が弱い等）、③価値観の束（人生観、人間観、仕事観、異性観等）、④能力
の束、の4種であると思います。それらの個性の中で、大学時代に形成し身
に着けることの必要性が高いのは、③の価値観と、④の能力の束だと思われ
ます。
　まず人間として必要性の高い自己の価値観を漢然とでもイメージしておく
ことが大事で、これが選職や伴侶の選択を方向付ける価値前提となります。
価値観とは次のような考え方の束です。
　　入生観：人生で一番大切なことと、どうでもいいことは何か
　　　　　　どんな生き方が好きか
　　人間観：どんな人間が好きか
　　　　　　どんな異性が魅力的か
　　仕事観：自分は何が得意か
　　　　　　自分は何をしたいのか
　　　　　　自分は何をしている時に最も充実感があるのか
　ひとっだけ注意をしますが、自分が好きでやりたいことが、社会的に必要
なことでかつ生活していくだけの報酬をえられるものがr仕事」であって、
もしそうでないものはr趣味」であることの違いは良く認識しておいて下さ
い。
　次に世の中に出て職業人として生きていくのに必要な生涯のキャリアデザ
インの基盤能力の形成について述べましょう。このキャリアを形成する能力
の束は実に多様で、その能力ごとに学習内容と方法とが大きく異なっている
ことに予め注意を喚起しておきたいと思います。っいでに一言付け加えます
と、会社の為に家族も自分も犠牲にする会社人間（company－firstem－
ployee）は望ましくありませんが、仕事好きで家族も自分も大事にして、
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仕事の良くできる仕事人間（work－centered　empbyee）は、個人にとって
も会社にとっても家族にとっても望ましいと思います。
　会社員としても私と家族と会社とが共に幸せになるhappy　triangleは大
変望ましいことだと私は考えています。さて能力の束は大きく次の2種類に
分かれます。
①must　skill（個人差は小さいが、大学の卒業学部を問わず全労働者が持っ
　べきもの）
　a．technical　ski“（技術的熟練）
　　④言語コミュニケーションtoolの使い方に習熟すること
　　　ex．外国語（英語）、簿記、computer
　　◎日本語の言語コミュニケーション能力に習熟すること
　　＊学習内容と学習方法が標準化されているので、500～1，500時間学習す
　　　るかどうかで能力が身に着くかどうか決まる。
　b．professional　skill（専門的熟練）
　　　本学の卒業生の場合は、経営学の基礎知識と運用能力（ex．マーケ
　　ティング・リーダーシップ・戦略論）である。実際に仕事に応用できる
　　practical　knowledgeでなければならない。
②PQwer－up　ski“（個人差が大きく、自己を他者と差別化することができ
　る独自能力）
　a．まずその為の基礎勉強体力を身に着ける
　　・勉強するクセ
　　・集中力
　　・継続力
　b，自己学習能力
　　　大学時代にこの能力を身に着けることができれば授業料などは実に安
　　いもので、生涯に渡って自己の能力を高めていくことを可能にする
　　ability－making　abilityであり、私（柳川）にとって最大の財産（知
　　的含み）である。
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・情報検索能力：必要な情報を短時間で見付け出してくる能力、データ
　　　　　　　ベースの整理能力や人脈の広さなども含まれる。
・本を読み、そのエッセンスを実行に移し成果を出せる能力、本の活用
能力
・本のread一ナUnderStand→aCt→perfOrmanCe
・1人Q　Cサークル（自分の失敗から学ぶ能力）
confrontation（問題直視）→・find（原因発見）→improvement（改善活
動）
・ベンチマーキング（最良のお手本に学び自分もそうなれる能力）
第8講　なぜ日本の家庭は子供中心なのか
　　　　一children－centeredfam“y　in　Japan一
①話のエッセンス
　　日本の家庭は、いろいろな事実から見て「子供中心家庭」と言って良い。
　なぜそうなっているのかは次の3っの理由からである。
　ア．子供に嫌われたくない、子供に愛されたいという両親が、厳しい社会
　　化教育の役割を放棄し、友達親子になっているのが現状である。子育て
　　経験と核家族化がそれを助長している。
　イ．お父さんは、時間と心理的エネルギーの殆どを会社に捧げていて、家
　　庭を欠いており、パパ抜き家庭の主人公は子供達とならざるをえない。
　ウ．専業主婦で、社会との接触を著しく欠いた多くのお母さん達は、時間
　　と心理的エネルギーの殆ど全てを子供の教育に集中し、一見子供中心に
　　家庭が動いているように見えるが、子供達は母親の第2の人生を生きる
　　身代わりである。
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②キーワード
　子供中心（こどもちゅうしん）の献立（こんだて）、洋服（ようふく）
　は子供中心（こどもちゅうしん）に、子供（こども）の個室（こしっ）、
　他称詞（たしょうし）、自称詞（じしょうし）、子供中心家庭（こどもちゅ
　うしんかてい）、自己（じこ）チュー、核家族（かくかぞく）、子供（こど
　も）に愛（あい）されたい、しっけ、社会化教育（しゃかいかきょうい
　く）、いい父親（ちちおや）、いい母親（ははおや）、友達親子（ともだち
　おやこ）、アットホームゼミ、学生（がくせい）の自主性（じしゅせい）、
　ゼミナールもどき・教育（きょういく）の基本型（きほんけい）、家庭
　（かてい）を欠（か）いたお父（とう）さん、社会（しゃかい）を欠
　（か）いたお母（かあ）さん、会社人間（かいしゃにんげん）、滅私奉公
　（めっしほうこう）、終身雇用（しゅうしんこよう）、年功賃金（ねんこう
　ちんぎん）、会社丸抱（かいしゃまるがか）え、長時間残業（ちょうじか
　んざんぎょう）、付（っ）き合（あ）い、赤（あか）ちょうちんノミニュ
　ケーション、company、お母（かあ）さんの家庭内孤立（かていないこ
　りっ）、母性神話（ぼせいしんわ）、専業主婦（せんぎょうしゅふ）、母子
　密着（ぼしみっちゃく）、家庭内教育（かていないきょういく）の放棄
　（ほうき）、take　dream　of、自己決定権（じこけっていけん）
　いろいろな食品会社が家庭の食事のメニューを家族の誰を最も重視してお
母さんが料理しているのかを調べた調査によりますと、昔はお金を稼いでく
るお父さんの好きなものが中心でしたが、現在では子供の大好きな物が中心
にと変わってきています。洋服を作っているメーカーやそれを売っている所
が行なっている調査によれば、お母さん達が洋服を買う順番は子供のもの、
自分のもの、そして最後にお父さんのものの順だそうです。日本の住居は豊
かな経済先進国の中では最も狭くて1人当たりの居住面積が小さいのですが、
子供の個室の保有率は大変高い国です。日本のお父さんの中で自分専用の書
斎を持っているお父さんは極めて少なく例外的存在ですが、長野県のある公
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立高校では生徒の82％が自分1人の部屋を持っています。
　私の家では妻と私とはお互いにrパパ」、rママ」と呼び合っています。子
供に向かって私は、rさあ、パパと買い物に行こう、パパと絵本を読もう、
パパと一緒に宿題をしよう」と、お互いに呼び合うr他称詞」も、自分で自
分のことを指すr自称詞」も、ともにr子供の視点」から決まってきている
こともまた日本の家庭がr子供中心家庭（ch“dren－centered　family）」で
あることをはっきりと示しています。
　日本の家庭が子供中心になってきているのは、日本の家族関係に日本独特
のいくっかの特色があるからだと私は考えています。
　まず赤ん坊や幼児は、いわゆるr自己チュ《self－centered　personality）」
そのもので、若いパパやママの思い通りには全くならない存在で、パパやマ
マは夜泣きやぐずる子供にふり廻されながら子育てをします。昔のおじい
ちゃんやおばあちゃんが一緒に生活していた大家族の時代には、子供中心に
生活することは不可能なことでしたが、現在の核家族の家庭においては子供
中心に生活が廻ることに苦言を呈する年長者はいません。子供中心の子育て
経験を通して、体験的にr子供中心文化」が日本の多くの家庭に学習され根
づいたのです。
　第2の理由は日本のお父さんお母さんは、「子供に愛されたい」という気
持ちが強いことです。かっては父親も母親も子供が世の中に出ていった時に
きちんとした大人になるようにと厳しく「しっけ」ました。これをr社会化
教育」と言いますが、当然子供を厳しく叱らなければなりませんから子供は
こわがり仲の良い友達関係とは別の緊張した関係にならざるをえません。今
の父親や母親はこのような子供との緊張関係が生じることを嫌い、物分かり
の良いrいい父親」やrいい母親」を演じることを好みます。昨今流行りの
r友達親子」というのは、しっけを放棄した親以外の何物でもありません。
大学には小集団で学習するゼミナールという制度があり、大学で唯一ツー
ウェイコミュニケーションで、学生の専門能力をトレーニングする小集団学
習です。私の恩師のゼミはそれはそれは厳しいもので、論理的にものごとを
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考えてそれを他人に分かるように説明するとはどういうことなのかを叩き込
まれました。多くのゼミ学生に、先生は深く尊敬されてはいますが、「大変
恐い方」だという共通の印象を持たれています。私も学生時代は大変恐い人
という印象を持っていましたが、大学教員としてまた研究者として1人で仕
事をしていくようになってから、あの先生の厳しいしつけがあったからこそ
何とか1人立ちできるようになれたのだと深く深く感謝しています。そのよ
うにしつけて頂けなければ、目の前の学生達にきちんとした教育をすること
は遂に不可能でしたでしょう。私の経験する身の廻りにも大学院で厳しいト
レーニングをされることがなかったのか、本人がいいかげんなのか、きちん
とした教育は勿論きちんとした研究もともにできない若い大学教員は一杯い1
ます。自分の専門とする科目すら満足に教えられないそういう大学教員は、
学生に嫌われたくない、学生にいい人と思われたいという気持ちが大変強い
ので、「アットホームゼミ」で、r学生の自主性」を尊重しているかのようで
いて、その実きちんとトレーニングするという一番大切なことを欠いたrゼ
ミナールもどき」を展開する傾向が強くなります。家庭でも学校でも「きち
んと叱り子供に嫌われても必要なことを身にっけさせる」というr教育の基
本型」がないがしろにされつっあると私は感じています。家庭からも学校
（大学）からも1人で世の中で生きていけるように子供を育てるという教育
姿勢が失われっっあると感じるのは私1人だけでしょうか。
　第3に日本のお父さん達には、r家庭が欠けた」お父さんが多く、そのよ
うなお父さんと一緒に生活しているお母さん達には、r社会が欠けた」お母
さんが多いことから、子供と密着し一体化したお母さんが沢山生み出されて
きていることを挙げることができます。日本のサラリーマンのお父さん達は、
一般にr会社人間（company－first　empioyees）」と言われています。仕事
が終わってからの自由時間の殆どを会社に捧げ、家族と一緒に時間を過ごす
ことより会社の都合を優先し、滅私奉公型で会社に100％忠誠を誓うサラ
リーマンがそう言われますが、会社都合を最優先せざるをえなかったのは、
r終身雇用」とr年功賃金制」という日本型雇用慣行の存在ゆえに定年まで
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家族全員の生活がr会社丸抱え」になっていることと引き替えにそうせざる
をえなかったからです。会社人間のお父さん達が中々家に帰れない理由の第
1はr長時間残業」がこれまでずっと当り前だったからです。これは日本の
経済が1990年代前半までずうっと右肩上がりの経済成長を続け、会社の仕事
は毎年増え続けてきたのにもかかわらず、終身雇用慣行の日本企業では、最
も不景気の場合の必要労働者数しか正社員を雇用しない（これをr予防的雇
用」と言います）ことが普通ですから、「慢性的人手不足」が常態ですので
長時間残業は当り前で、お父さん達は早く家に帰ってくることができません
でした。
　会社人間としてのお父さんが中々早く家に帰れない理由の第2のものは、
お父さん達は、仕事帰りにr付き合い」に参加しなければならないからです。
日本の職場（工場でも事務所でも双方で）においては、1人1人の仕事内容
が明確に決まっていることは少なく、集団単位に与えられた仕事を集団全体
で協力して行なっていくことが普通のことです。皆が仲良く協力し合って仕
事を進めていく為にも常日頃お互いの気心が知れている為にも団結心を高め
ていく為にも、一緒に酒を飲んだりご飯を食べたりするというr赤ちょうち
んノミニュケーション」は必要不可欠の社会的行動だと言うことができるで
しょう。会社という言葉は英語のcompanyを訳したものですが、compa－
nyとはr一緒にパンを食べる仲間」というのが本来の意味ですし、日本に
は「同じ釜のメシを食べる」という行為が仲間になる重要な儀式であるとい
う言葉もありますから、仲良くなる為には、ノミニュケーションは不可欠な
のでしょう。っいでに学生の皆さんのr飲み会」をrコンパ」と言いますが
これもcompanyの省略形でお互いに仲良くなる為の飲食機会のことをいい
ます。会社で部下のいる役職者（係長や課長さん達）は、部下の悩みや家庭
問題や人問関係をきちんと掴んでおいて、彼らが仕事に全力投球できるよう
に心配りしておく為にも、仕事が終わってから飲みに誘うことは必要不可欠
な「付き合い」とならざるをえません。
　お父さん達サラリーマンの関心は心理的に家庭の外に向けられるばかりで
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なく、物理的時間も会社に吸い取られていて、日本の家庭はrババ抜き」な
らぬrパパ抜き」で、日本には「家庭の欠けた」お父さんが実に多いという
のが私の観察してきている事実です。大学に勤めている私の同僚の男の先生
の大半の方々は、その家庭のことはミステリーで「家庭の臭い」が殆どしな
い方々です。私の娘が幼稚園児だった時にクラスメートのエル君（あだ名で
す）のお母さんからの電話を受けた私が苗字を聞いて、「OOOO君のお母
さんですか、いっも娘がお世話になっています」と挨拶したことを、そうい
うことは初めてで大変感激したと私の妻に語ったそうですから、子供の友達
の名前を知っている父親というのは実に珍しいことなのだと思われます。
　日本の大多数のお父さん達は、家庭の中で大変影の薄い存在であるばかり
でなく、家族とのコミュニケーションは大変少なくなり、その結果、家事や
育児、子供の世話や教育は母親が1人で考えて解決していかなければなりま
せん。子供の問題を父親に相談しいろいろと支援を受けることなく、核家族
化した今の家庭においてはおじいちゃん、おばあちゃんに相談できずにお母
さんはたった1人で向き合わなければなりません。お母さんはr家庭内孤
立」の状況に置かれているのです。さらに日本のお母さん達は、r母性神話
（子供が小さいうちは母親は家にいて子供の面倒を見なければならないとい
う価値観）」と、生活費に見合った給与支払いという夫のr年功賃金制」と
によってr専業主婦」の人々がかなり多いのです。これといった趣味もなく、
仕事のない専業主婦達はr社会を欠いた」お母さんと言って大きな問違いは
ないでしょう。社会を欠いた上に、夫とのコミュニケーションを欠いた母親
達にとり、子供こそが彼女達の関心の対象であり、全エネルギーを注ぎ込む
対象となり、子供の幸せを念ずる余り自分の考える幸せへのルートを描きそ
のルートに子供を乗せることに夢中になりがちです。このような「母子密着
状態」は、外側からはお母さんが子供を大事にし、子供中心に家庭が営まれ
ているように見えますが、実はそうではない所に日本の「子供中心家庭」の
大きな問題点が潜んでいると私は思っています。将来1人で生きていく為の
常識や文化的素養をきちんと教え込むというr家庭内教育の放棄」のもう片
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一方で、母親はr子供と一体化」して、子供の面倒を見る（take　care　of）
ばかりでなく、子供の夢も（子供に代わって）見る（take　dream　of）役割
を担い、結果的に子供を自分の為に生きるr自分の身代わり」にしてしまっ
ているのです。今の若い人々（大学生も含めて）の多くに人生は誰か他人に
指示されて決めるのではなく、自分自身の責任とリスクのもとに決定するこ
とができない（分からない）入々が多く見られるようになっている原因のひ
とっは、一見した所、r子供中心」に見える日本の家族の在り方が大きいと
私は考えています。自己決定権をどう行使して良いのか分からない人々は着
実に増えていると私は思います。
第9講日本の週刊誌文化について
　　　　一weekly　magazineculture　in　Japan一
①話のエッセンス
　　日本人の大人が男女を問わず週刊誌が大好きで、しかも電車の中でそれ
　を好んで読んでいるという現象の背後に潜んでいる、日本の週刊誌文化を
　作りだしている社会的要因を探り出し、週刊誌の社会的役割を明らかにす
　ることが今回の話の狙いである。週刊誌文化を生み出しているのは、
　ア．日本人全体の高学歴化と識字率の著しい高さ、
　イ．都市化と地価の高さによって生じる職住分離に伴う長時間通勤と長時
　　間通学のサラリーマン、O　L、大学生が多数派を占めること、
　ウ．個体間距離とパーソナルスペースを相互に侵害される通勤・通学の電
　　車内に於いて、人為的にパーソナルスペースを確保する為の心理的防衛
　　策として社内読書が必要であること、
　エ．社内での同僚間のコミュニケーション・トピックスのデータ・イン
　　プットの必要性の存在と、
　オ．日本人は実に好奇心が強い国民性を持っていること、
　等の大きく5っの理由が考えられます。
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②キーワード
　新聞（しんぶん）、スポーツ新聞（しんぶん）、週刊誌（しゅうかんし）、
　サラリーマン3点（てん）セット、識字率（しきじりつ）、基礎的常識
　（きそてきじょうしき）、高学歴社会（こうがくれきしゃかい）、義務教育
　（ぎむきょういく）、重化学工業（じゅうかがくこうぎょう）、家庭電気製
　品（かていでんきせいひん）、自動車（じどうしゃ）、第一次産業（だいい
　ちじさんぎょう）、第二次産業（だいにじさんぎょう）、都市化（としか）、
　片道（かたみち）1時間以上（じかんいじょう）、時間潰（じかんつぶ）
　しの元（もと）、寝（ね）たふり行動（こうどう）、人工的（じんこうて
　き）パーソナル空間（くうかん）、他人（たにん）の視線（しせん）、付
　（っ）き合（あ）い、協調性（きょうちょうせい）・コミュニケーション
　・トピックス、好奇心（こうきしん）
　留学生の皆さんの中には、電車に乗って大学に通っておられる方々も多い
と思いますが、朝の電車の中では新聞を読んでいる人々が多く見られますが、
帰りの電車の中では週刊誌やスポーッ新聞を読んでいる人々が多いことに気
がっかれていると思います。駅の中の売店、物を売っているお店をキヨスク
と言いますが、あのお店の一角には実に多くの種類の新聞と週刊誌が売られ
ていて、それが次々と売れていることは、少し注意深く観察すればすぐに分
かることでしょう。サラリーマンのお父さん達は、帰りの電車に乗り込んで
くる時に、大抵の場合缶ビールとおっまみ（酒をのむときに一緒に食べるも
の）と週刊誌かスポーツ新聞を持ってきます。これをrサラリーマン3点
セット」と言う人もいます。週刊誌にはお父さんサラリーマンの読む男性用
週刊誌と、女性向けの週刊誌とFocus、Friday、Flashという写真週刊誌
もあり、これほど多種多様な（違った読者ごとのたくさんの）週刊誌が読ま
れている国は世界広しと言えども日本だけでしょう。それは一体なぜなのか
を今日は考えてみましょう。
　実は今話している私自身週刊誌大好き人間で、r週刊朝日』、r週刊文春』、
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r週刊新潮』、rサンデー毎日』、r週刊読売』、r週刊現代』、r週刊ポスト』の
7種類を毎週欠かさず読んでいて、必要な記事はファイルして保存していま
す。さらに相撲取りの若乃花スキャンダルやタレントの松方弘樹の離婚騒動
の時には女性週刊誌も買って読みましたからrミーハーおっさん」そのもの
です。ですから私は日本の週刊誌文化を外側から見るのではなく、自分もそ
の中にどっぷりと漬かり、自分の経験を客観化する努力をしながら解き明か
していく努力を以下において行なってみましょう。
　まず週刊誌があれだけ大量に売れている第一の理由は、ひらがなやかなり
の数の漢字そしてカタカナ表記の外国語を殆どの日本人が読むことができ、
理解することができるというr識字率」の高さと、基礎的常識の高さです。
その2っの能力の高さは、日本人の殆どが高校を卒業し若者の2人に1人近
くが大学に通うという意味でr高学歴社会」であることと、小中学校のr義
務教育」の教育成果の高さと均質性とから生まれていると言えるでしょう。
義務教育の教育成果の高さをより強化しているのは、高校進学の為の入学試
験の全般的激しさと、学校外補習教育（通信教育、学習塾と家庭教師）の充
実と高い利用度です。さまざまな要因が絡み合って、高い読書能力を第2次
大戦後の平均的日本人が持っようになりました。
　第2次大戦直後の日本経済は、鉄鋼業や造船業という重化学工業が大きく
成長し日本経済は急成長してきました。そのような生産財中心の経済成長の
後に日本経済のエンジン役となったのは一般消費者が買う家庭電気製品や自
動車の産業でした。それはまた日本が農業・漁業・林業の第一次産業中心の
経済社会から工場生産中心の第二次産業中心の経済社会へと変化した時代で
もありました。大きな工場は港の近くに建てられてそこには多くの労働者が
農村部から集まってきました。会社勤めの雇用労働者（いわゆるサラリーマ
ン）が労働者の大多数を占める国へと日本は急速に変化してきました。工業
を中心とした都市化が起こり、巨大都市の周辺には多くのベッドタウンが生
まれ、職場から離れた所に家を建てて通勤する人々が増えました。都市の土
地の値段は、住宅地が少なく人口の多い日本ではどんどん高くなりましたか
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ら、家を建てるサラリーマンの人々は職場から遠く離れた所に家を建てるし
か方法がありませんでした。現在小山市や宇都宮市から新幹線で東京まで通
勤する人々が実に沢山います。東京都内の会社へ通うサラリーマンの半数以
上が片道1時間以上かけて通勤しています。O　Lについても事情は大きく変
わりませんから、会社勤めの多くの人々は長い通勤電車の中で寝過ごしては
遅刻してしまいますから何かr時間潰しの元」が必要不可欠となります。朝
の電車の中はともかく仕事に疲れた帰りの電車の中では肩の凝らない週刊誌
やスポーツ新聞は必需品になると言えるでしょう。
　昼間のすいている電車に乗ると、乗客は4人がけの座席にそれぞれ1人ず
っ乗っている場合が多いことと、電車の両側に長い座席のついている電車の
中では目をつぶって寝ている人々が多いことに気がつくと思います。初めて
日本に来た外国人の人々が、電車の中で寝ている人の多いことに驚いたと言
います。ある外国人研究者は、なぜそうなのか論文にまとめました。私も含
めて日本人の多くの人々の電車内の行動から言えることは、私達は他人がそ
の中に入ってくるのをいやがる私だけの空間（パーソナルスペース）を持っ
ていて、それがすいた電車内でできるだけ他人と離れて座りたいという行動
をとるのだということです。第2に日本人は他人と視線を合わせることを余
り好まない傾向があり（視線恐怖と言います）、それが電車内でのr寝たふ
り行動」を生みだしているのでしょう。混んだ通勤・通学の電車の中では、
パーソナルスペースに否応なく他人がお互いに入り込むこととなり緊張感が
高まり他人の沢山の視線にもお互いさらされることとならざるをえません。
混んだ電車内で人工的に自分のパーソナル空間を創り出し、他人の視線をさ
えぎる為の小道具が新聞と週刊誌なのです。電車と週刊誌と新聞は切っても
切れない関係なのです。
　日本の会社では、仕事前や昼休みそして仕事の後にも社員同士でお茶を飲
んだり一緒に食事をしたりお酒を飲んだりと様々なr付き合い」が欠かせま
せん。日本の会社員に必要な資質にr協調性」があり仲間と仲良くできなけ
ればなりません。子供の世界の付き合いに、テレビのアニメーション番組や
一158一
日本事情の教育ドメインをどうデザインするべきか（その1）
人気のあるマンガやテレビゲームに詳しいことが不可欠なように、サラリー
マンやOLの世界の付き合いでも誰でもが平等に参加できるrコミュニケー
ション・トピックス」が必要で、スポーツ新聞や週刊誌の話題がその格好の
材料を提供してくれます。家族などのプライベートな話題は話すことも聞く
ことも余り好まれませんので、それ以外の話題が必要ですが忙しくテレビも
ゆっくり見られないお父さん達には週刊誌ネタやスポーツ新聞ネタが不可欠
だと考えられます。
　文化人類学者の鶴見和子さんの本にr好奇心と日本人』（講談社現代新
書）という本がありますが、その本の中で日本人が大変好奇心の強い民族で
あることがいろいろな具体例を示しながら述べられています。高名な俳人松
尾芭蕉にもr秋深し隣は何をする人ぞ」という人恋しさと好奇心に溢れる句
がありますから、日本人は他人の行動が大変気になるという意味で好奇心が
旺盛なのです。私が7種類もの週刊誌を毎週読んでいるのも私の好奇心が大
変強いからです。
第10講　日本語の話し言葉としての特質と赤ちょうちんとの関係について
①話のエッセンス
　　日本語の特質は、そのことばの表記上の特色、っまり読むことと書くこ
　とにっいての特色と、ことばの音声的表現としての話し言葉の特色の2っ
　があり、ともに学習することはかなり難しいと思われます。その証拠は、
　高校入学試験の国語の問題が普通の人にとりかなり手強いことと、現在大
　学生の読み書き話すという日本語能力の低下とに明らかでしょう。
　話し言葉としての日本語が難しいのは、水平的人間関係における心理的
　距離に応じて3っの言語レベルを瞬間的に選択することの難しさという面
　と、垂直的人間関係における敬語の3っのレベルを瞬間的に選択すること
　の難しさという2っの面があります。
　　日本のサラリーマンのお父さん達の多くは世界でも類を見ないほど長時
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問会社で生活しています。その中でお父さん達は頭の中で6っの言語レベ
ルを次々と飛び回らなければならず、頭はオーバーヒートし大層疲れスト
レスがたまらざるをえません。お父さん達はr心の疲れを癒し」、垂直的
人間関係の中では発言できなかったことをr吐き出す」場が必要です。そ
してそこでは垂直的人間関係が水平的に変化するマジックが必要でそれが
アルコールのある空間なのです。サラリーマンのお父さんが赤ちょうちん
で一杯やるのは生活の知恵と言えるでしょう。
②キーワード
　あいうえお、発音（はっおん）、1対（たい）1対応（たいおう）、音読
　（おんよ）み、訓読（くんよ）み、漢字（かんじ）かな混（ま）じり文
　（ぶん）、読（よ）み書（か）き、話（はな）し言葉（ことば）、話（は
　な）しのコンテンツ、表現方法（ひょうげんほうほう）の多様（たよう）
　さ、水平的人問関係（すいへいてきにんげんかんけい）、心理的距離（し
　んりてききょり）、丁寧語（ていねいご）、普通語（ふっうご）、ぞんざい
　語（ご）、垂直的人間関係（すいちょくてきにんげんかんけい）、敬語（け
　いご）、尊敬語（そんけいご）、謙譲語（けんじょうご）、言語（げんご）
　レベルの瞬間的選択（しゅんかんてきせんたく）、赤（あか）ちょうちん、
　居酒屋（いざかや）、酒（さけ）の席（せき）の失礼（しっれい）、人間性
　回復（にんげんせいかいふく）
　留学生にとって日本語は大変難しいと思いますが、実は私達日本人にとっ
ても日本語は大変難しいということを今日はお話しして、そのような難しい
日本語の世界で生まれるストレスを解消する1っの方法がr赤ちょうちん
（安価な酒場）」でのrノミュニケーション」である、ということを分かり
やすくお話ししてみたいと考えています。
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1．日本語のやさしさとむずかしさ
　日本語は耳で聞いたことばを、ひらがなやカタカナで書き表わすことは英
語に比べると実にやさしい言葉です。それはなぜかと言えば、日本語には母
音が5っしかないことと、あいうえおの50音は、いくっかのごく少数の例外
を除けば（へとえ、おとを、はとわ等）ひとっの音とひとつの文字がr1対
1対応」をしていますから、耳で聞いた音通りに書き表わすことが可能なの
です。このひらがなやカタカナの組み合わせで日本語ができています。しか
しながらそれだけ（50音のひらがな）で、自然や社会のすべての現象や活動
を表わす言葉を分かりやすく書き表わすことはできません。そこで日本人は
漢字を大変上手に組み合わせて使うようになったのです。中国から輸入して
きた漢字は、中国語風の発音（音（おん）読み）と意味とを利用して漢字を
複数組み合わせた言葉を沢山作り出すことに利用され、他方において日本風
の発音（訓（くん）読み）と意味を与え利用することを考え出しました。そ
の結果日本語は、r漢字かな混じり文」となり、漢字の読み方、書き方、そ
して意味とに対する大量の知識を持たないと読んで理解することも書くこと
も難しい言葉となりました。意味が分からなくとも耳で聞いた言葉をひらが
なに移し替えて書くことは小学生でもできますが、漢字かな混じり文を読ん
だり書いたりできるようになる為には長期間に渡る学習とトレーニングとが
必要不可欠で、私達日本人の平均的な大人にとっても決してたやすいことで
はありません。
　日本語は読んだり書いたりすることもかなり難しい言葉ですが、r話し言
葉」としての日本語はより一層難しい使い方のルールがあって、それを飲み
こんでいないと会話がきちんと成り立ちません。話し言葉のルールは、r話
したい内容」とそれを伝えるためのr言葉的表現」の間には、話し手と聞き
手との関係の違いに合わせて「多様な対応関係」が存在している、というも
のです。っまり私達日本人が話しをする場合は、相手（聞き手）と自分との
r関係の在り方」に応じて、話したい内容をその都度頭の中で瞬間的に翻訳
し最もその場にふさわしい「言葉的表現」として会話しなければならないの
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です。このことは、年をとっても中々うまくなることは難しく（家庭と社会
の中で、モデルが少なくなっているとともに、自発的・意識的トレーニング
が必要不可欠ですから）、私どもの大学の学生の大多数は、日本語の話し言
葉によるコミュニケーション能力が大変乏しいと、私のこれまでの観察から
断言できます。
2．日本語の話し言葉のむずかしさ
　日本語の話し言葉のルールの第1は、丁寧（ていねい）語、普通語、そし
てぞんざい語の3っの言語レベルが、年齢や社会的地位がほぼ等しい（水平
的人間関係）場合においても、話し手と聞き手の人間関係の親密さの程度、
これを難しく言うと心理的距離（psychoiogical　distance）の長短の度合
いに応じて、瞬間的に判断して会話が行なわれなければならないというもの
です。話し手と聞き手の間に存在している見えない心理的距離よりも、近づ
き過ぎた言語レベルを話し手が間違って選択すると、r慣れ慣れし過ぎる」
という反応が聞き手から返ってきますし、その逆に遠過ぎると「よそよそし
過ぎる」、r他人行儀は止めて欲しい」という反応が聞き手から返ってくるこ
とになります。2人の間の心の距離、心の近さを微妙に測りながら会話が行
なわれなければなりませんから、内容の選択に加え、かなりのr精神的緊
張」、rストレス」を伴なうのが日本語の会話だと言えるでしょう。
　日本語の話し言葉のルールの第2のものは、年齢や社会的地位が違う「垂
直的人間関係」に於いては、聞き手を高めて使うrT寧語」と、話のトピッ
クスになっている動作や状態の主体を話し手が高めていうr尊敬語」と、話
のトピックスになっている動作の主を低めて、その動作の関係する主体を高
めるr謙譲語」があり、丁寧語は尊敬語や謙譲語と結びついて使われ、聞き
手を高める働きをします。この3っの言語レベルを自由に使えるようになる
とr敬語が使える」と言えますが、実は私のような中年の社会人にとっても
決してやさしいことではありません。それはこの3っの言語レベルを瞬間的
に使い分けていくことが難しいという側面と、もうひとつ話し手が聞き手と
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自分との間の上下関係を確定することが、相手に対する情報の少ないかほと
んどない場合には、中々難しく言語レベルが選べないということが起こりが
ちだという側面があるからです。日本社会に於いて初対面の人同士が名刺を
出し合うことのひとっの働きは、お互いの間の上下関係を相互に確認し合い
その後の会話をスムーズにしていくことだと考えられます（注1）。私自身は20
代後半になって初めて英会話の勉強をして、ブロークンながら少し話せるよ
うになりましたが、発音や文法や単語力の貧弱さという問題は当時も今もっ
いて廻っていますが、話す時に言語レベルを選択しなければならないという
困難はほとんどありませんから、話すという面では英語の方が言語発信の操
作はやさしいと言えるような気がしています。
　日本のサラリーマンは会社の中の上下関係と、取り引き先やお客様からの
電話や面談で言いたいことと、その場にふさわしい言語的表現とを瞬時的に
選択することを、何度も相手を変えて行なうのですから、強い緊張感とスト
レスが毎日積み重ねられることは、容易に想像することが可能でしょう（注2）。
3．ストレス解消と垂直的人間関係の解消の場としての赤ちょうちん
　緊張感とストレスはどこかで上手に発散させ、心をリフレッシュさせない
とサラリーマンは「心の病気」にかかってしまいます。そこでお父さん達は、
赤ちょうちんや居酒屋でアルコール飲料を飲んで発散するのです。日本には
r酒の席の失礼」は大きくとがめられず大目に見られるという社会的な暗黙
の了解がつい最近までは強力に存在していましたから、心を裸にして垂直的
人間関係を水平的関係に引っくり返してお父さんは本音のトークをすること
によってr人間性回復」を図っていくことに、お父さん達の赤ちょうちんノ
ミュニケーションは役立ってきたのでしょう。
（注1）r名刺交換」の効用は、会話の際の言語レベルの選定を容易にする
ことのみにはとどまらない。相手の所属企業や所属部署、肩書きに対応し
て最も適切な話題を選び出すrトピックス選択機能」も名刺交換の効用で
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あろう。名刺には、その所有者（名刺を出す人）に対するr社会的信用付
与機能」と、その所有者の「社会的承認欲求の充足機能」という効用もあ
ると思われる。人は名刺を出し相手の反応を見て満足感を高める場合（そ
の逆の場合もあるが）もある。
（注2）サラリーマンのお父さん達のストレス原因が日本語によるコミュニ
ケーションに於ける「過剰配慮（overconsideration）」のみであるとい
うことは、話を分かり易くするために意識的に過度に単純化（oversim－
plification）されていることは、本稿をここまで読まれた方には容易に察
しうることと思われる。
　日本のサラリーマンが、赤ちょうちんに代表される酒席に於いて、対人的
交流に励まなければならないのは、1つは交際費という摩詞不思議なr会社
の金」を使ってr接待」という名目で自らも「タダ酒、タダ飯」が飲食でき
るという慣行が広く行なわれているからでしょう。高級官僚の世界であれ、
大企業、中小企業であれ、上から下までr接待」には酒が付き物だからです。
　第2の理由は、日本の会社の中での仕事の進め方の特質に由来しています。
日本での仕事は、個人に明確な質と量が規定されて与えられるのではありま
せん。仕事は部や課や班というr小集団」を単位として与えられ、集団メン
バーが相互に協力して遂行されるのが通常であり、各個人の仕事内容はかな
り「あいまい」な状況で仕事が行なわれていくのです。そうするとお互いの
rイキが合う」ように常日頃からr同じ釜の飯」を食べ集団としてのまとま
り（集団凝集性）を常に高めることが行なわれ団結心の確認の「儀式」が必
要にならざるをえないでしょう。
　第3の理由は、日本の仕事の進め方との関連で上司と部下にある種の人間
関係の形成が必要とされるからです。上司は小集団（チーム）での協調して
スムーズな仕事の進行を可能ならしめる為に、部下の1人1人の性格の違い
や能力の特色や、心身のコンディションや家庭状況をきちんと把握しておく
ことが必要になります。部下の1人1人の抱える問題の解決に手を貸しなが
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ら、彼らの労働意欲を高め、集団での仕事をうまく推進していくためにも、
赤ちょうちんや居酒屋のノミュニケーションは重要な行事となります。酒が
入ると悩みはずっと打ち明けやすくなるのが人間社会の一般的な現象だと言
えるのではないでしょうか。
3－3　『泣いた赤鬼』をどう読むか
資料　第1回目（98年度）学生の感想の一部分（学生の書いたまま）
学生A
　赤鬼が心配して青鬼の家へ行くと、文字が書かれ、青鬼は赤鬼との付き合
いがばれないように旅に出ました。青鬼は赤鬼のためにぎせいになり、本当
の友達でした。赤鬼はその事を知り、うれしくて、泣きました。
学生B
　この童話を読みおわって、私もこのあおおにの行動に感動されました。友
達が幸せになるため、自分が犠牲しました。そんなえらいことをするのが人
間のなかにも少ないわけ、誰でもあおおにみたいな友達がほしがってるはず、
それこそ、ほんとうの友達でしょう。赤鬼は青鬼みたいな友達にあえないか
ら、泣いたでしょう。
学生C
　赤鬼は人間と仲良くしたいと考えていた。親友である青鬼が赤鬼のため、
悪人の役目として犠生になった。ほんとんに心が優しい青鬼は友人のため、
骨をおった。かえって赤鬼が一番信頼する仲間が失ってしまった。この物語
には青鬼はいい鬼と言える。世の中に友達を区別していい仲間を得るのは難
しい思う。
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学生D
　ところが、1日に偶然青鬼に会って、良い友達になった。この青鬼はたく
さん人間の友達を紹介してあげた。それで、赤鬼がこころからとても感謝い
たし、みんなといっしょに幸せに生活している。あいにく、最后まで、赤鬼
が青鬼とわかれて、遠くところへ行きました。これ以上の内容です。
学生E
　赤鬼は感動な気持ちを抱えて、青鬼の所を訪ねたが、青鬼はいなっかた。
きわにはり紙はr自分が君と会えば人間にきらわれるからどこか遠い旅に出
る」と書いていた。赤鬼は自分を犠牲にして、つくしてくれた青鬼になにも
言えず行ってしまったことに対して、同情と寂翼で泣いたのだと思う。
学生F
　ところが、赤鬼と人問たちとのうまく付合うために考えて、青鬼は旅にで
ることにしました。というわけで、赤鬼が青鬼に恩を返すことができなかっ
た、また、他入のことばかりを考えている青鬼と本当の友達になれないこと
で、赤鬼は心が苦しめて、泣いてしました。
学生G
　それで赤いおには人と中よくできましたがそのあとから青いおには赤いお
にのうちに来ませんでした。それが心配になって青いおにのうちにいった赤
いおにはともだちのやさしさがいっぱいはいている手紙を見ました。このま
まっきあうとにんげんにうたがうから自分は旅行いくということ。ともだち
のやさしいきもちに感動した赤おにはなみだをながしました。
学生H
　しかしそこ時から青鬼はまったく赤鬼のうちに遊びに来なかった。赤鬼は
しんぱいが出来て青鬼のうちに行て見た。青鬼のうちに行ったが青鬼はいな
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くて手紙が書いておいた。青鬼は自分がずっと赤鬼の友達になっていったら
人間と赤鬼の関係が悪くなるおそれがあるから長い族び行ってしまった。赤
鬼は青鬼の心に本当にありがったいきもちをもってうちにもどって来た。そ
の帰る道で赤鬼は友達の青鬼にすまない事とありがったい事でなみだを泣く
ながら帰えってきた。
学生1
　そして、赤鬼は泣きました。青鬼の偉い行動に感動して、友達が幸わせに
なれば、自分はどうなってもいい。これはほんとの友達ですから、赤鬼は泣
きました。また、一人の大切な友達がなくして、かなしくて泣きました。
学生」
　この童話を読みましたが、私は頭の中でいろいろ考えものをできた。私た
ちは、外国人として、日本の国も他の国も本国の国民たちとがんばってなか
まになって他国の習慣がなれて、たのしい生活をくらします。
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日本事情1用資料（1999年4月23日配布）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白鵬大学経営学部教授
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳川高行
1．赤鬼はなぜ泣いたのでしょうか
　　（柳川によるひとっの解答）
　私は赤鬼が泣いたのは、3つのそれぞれ違った理由が合わさったからだと
思います。
　まず第1に、青鬼が、自分が赤鬼と仲良くしていたいという気持ちを殺し
て、赤鬼の村人達と仲良くなりたいという気持ちを大事にして赤鬼の為に
r悪い鬼」の役を演じてくれたことに対するr感謝の気持ち」とr済まない
という気持ち」から泣いたのでしょう。
　第2に、赤鬼と村人達の友情が壊れないように青鬼は住み慣れた土地と家
とを捨てて旅に出なければならなかったことに対する「申し訳ないという気
持ち」と青鬼にそうさせてしまうことに前もって気付かなかった自分の愚か
さに対するr腹立ちと情け無い気持ち」から泣いたのでしょう。
　第3に、本当に自分のことを思ってくれる一番大切な友人を、村人と仲良
くなる替わりに失ってしまったというr喪失感」ともう二度と会うことがで
きないというr絶対的な別れの悲しみ」から泣いたのでしょう。
2．山ロ百恵さんはなぜ三浦友和さんに魅かれたのでしょうか
　　（柳川によるひとつの解答）
　山口百恵さんのよく知っている芸能界という世界は、取り繕う世界、心に
もないことを言う世界、ウソを付く世界であり、周りの大人達の期待に添っ
た演技をする世界でありました。そんな虚構（ウソっぱち）の世界の中で、
ウソを付くことなく誠実に生きている珍しい人が三浦友和さんでした。この
人ならどんなことがあっても愛する人を裏切ることがない人だと「絶対的信
頼」の対象となりうる人との出会いを彼女は直感的に感じたのでしょう。こ
のような出会いは砂漢の中に落とした1粒の真珠ともう一度出会うことに近
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いくらい奇跡的であると彼女は認識していたに違いありません。人気も栄光
もそして巨額の収入の全てを捨て去ってこの人と共に生きて行こう、そうす
れば自分（百恵さん）の理想とする家庭が築けるということを20歳を過ぎ
て問もない若い彼女が気がっいたことは驚異的であります。
3　城山三郎氏の「晴れた日の友」は何を考えさせてくれるでしょうか
　　（柳川によるひとつの解答）
私は友達には大きく2っのタイプがあると思います。
①晴れた日の友（a　fair　weather　friend）
　　成功している人・地位の高い人・お金を持っている人・付き合って得
　をする間に対しては大変いい友人としてチヤホヤとしてくれるが、一旦
　その人の状況が悪く変化すると、手の平を返したように態度が変わり、
　鼻も引っかけなくなる人のことを言います。
　　ある会社の社長さんが会社の中の社長レースで上りのエレベーターに
　乗っている間は、我先に乗り込んできた人々が、一旦エレベーターが下
　がり出すと（出世レースからはずれると）真先に逃げ出していくような
　人々であり、本当の心の友には決してなりえない人のことです。
②雨の日の友（a　rainy　day’s　friend）
　　社会的地位の上下や、学歴のあるなし、金持ちか否か、利用価値があ
　　るかどうかに関係無く、全ての付帯条件（アクセサリー）を取り去った
　裸の私と生涯変わること無く付き合ってくれる人で、変わらぬ友、真実
　の友、本当の友のことです。
　友人は、家族と並んで人生の素晴らしさとそして人間関係の難しさをとも
に味わわせてくれるものです。友人の数の多さを誇る人々や重視する人々も
世間にはたくさんいます。それはひとっの考え方、価値観ですから絶対的に
正しいとか誤っているとか決めっけることはできません。私個人は自分の経
験してきたことや観察してきたことから次のように考えています。人生にお
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いては本当の友人というのはそんなに多くは必要ないと思います。池に小石
を放り込むと、石を投げ込んだ箇所を中心に輪がいくつも同心円状に広がっ
ていきます。私達と友人の間もこの同心円のように心の近い人から遠い人々
まで何通りにも分かれるような気が私はしています。心の距離の近い人、も
う一度生まれてきても是非もう一度友達になりたいという人はそんなに多く
ないと私は思っています。人数は少なくても掛け替えのない友人に恵まれる
ことが、多数の普通の友人達に囲まれるよりも幸せなことだと私は信じてい
る者です。
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資料1蒼い時
　　　　　　　　　　　　　　集英社文庫　昭和56年4月25日　第1刷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和56年9月30日　第10刷
　時折、窓をたたく雨の音を聞きながら、ふと私たちの婚約発表の日のこと
を思い出している。あの日も、私の願いを裏切って、激しい雨が朝から降り
続いていた。
　三月七日。
　あの日の雨は、まるで私に、これからの人生が決して容易ではないことを、
重い口調で告げているかのようだった。すぎるほどの緊張感の中で、微笑む
彼の存在の大きさをあらためて胸に刻みながら、私は彼を見上げていた。
　三浦　稔。二十八歳。
　彼との出逢いは、六年前。
　十五歳、まだ頬のあたりに、ふっくらとした幼さを残したままで、私は彼
に出逢った。五月晴れとはいえ、東京の空は決して青くはなく、鈍色に輝く
光りの中。
　　　　　　　　きぬた　C　Fの撮影のため、砧の緑地公園に来ていた。スタッフと待ち合わせた時
間には少し間があり、制服を着たままの私は、車の中にいるのが嫌で車外へ
出た。特別、気持ちがよいといった空気ではなかったが、密室から解き放た
れた自由を、私は思いきりかみしめていた。
　その時、私は視界の中に一台の白い車を認めた。私の乗っている車からそ
う遠く離れてはいないその車から、ひとりの青年が降り立った。ブルーのト
レーニングウェアに身を包んだその人と一瞬目が合った。しかし、お互いに
挨拶を交わすでもなかった。緑地公園にトレーニングに来ているスポーツ選
手という印象を持った。即座にそう思えるほど、彼は健康的だった。
　しばらく間があって、スタッフから紹介され、挨拶を交わした。rよろし
く」別に笑顔も作らずに、彼はそのひと言だけを置き去りにした。
　撮影が始まっても私たちはほとんど言葉を交わさなかった。私は彼に対し
て、それまで決して出逢ったことのない世界を感じていた。軽はずみな笑い
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とつとっ声など一切たてず、落ち着いた声で話すその人の訥々とした語感が新鮮だっ
た。それまでr山口百恵さんです」と紹介された途端、必ずといってよいほ
ど、相手の笑顔が返ってきた。内心の戸惑いとは別に、私も笑顔を作らねば
ならなかった。
　恋のはじまりは、意外性の発見から一と誰かが言うのを聞いたことがあ
る。私の場合もそうだった。彼は、私の目にはあきらかに他の人たちと違っ
て映った。初対面のぶっきらぼうな態度に、私は肩すかしを喰わされ、そし
て、それが少しも不快ではないことに、驚いていた。
　彼は、彼の全てを偽ることなく生きていた。それにひきかえ、私のほうは
無意識にタレントという習性が身にっきはじめていたのか、偽らざるを得な
いことが多かった。
『潮騒』という映画のロケーションのため、神島という小さな島に渡った。
そこで私たちが到着した翌日、クランクインの記者会見が行なわれた。記者
のひとりが、私たちに尋ねた。
r神島の人たちと接してみて、どうですか」
　私は、それまでの仕事の中で、旨く答えることだけを訓練されている。
rええ、とても暖かくて、素敵な方たちですね」
　続いて彼も答えた。
「イヤ、僕は……まだ一日や二日じゃ、わかりません」
胸の奥に痛みを覚えた。いっの間にか、その場だけを取り繕うことをしす
ぎて、本当のことを言う作業をしていない自分を恥じた。
　この映画に入るまでに、私たちはすでに『伊豆の踊子」という映画でも、
共演していた。しかし、私は親しく話をすることができなかった。私の中で
七歳という年齢差が、大きな壁となって立ち塞がっていた。彼は、私の世界
などに何の興味もない大人だった。それに、何よりも、当時の私は忙しすぎ
た。時間で一日を区切られ、次の行動に移る時のキッカケは私自身の決断で
はなく、全て、タイムリミットであった。眠ることさえ自由ではなかった。
移動する車の中で睡眠を補充していた私は、仕事の現場についても目覚めら
一172一
日本事情の教育ドメインをどうデザインするべきか（その1）
れないことがしばしばあった。
　彼の声が聞こえた。
「眠ってんのかア。可哀そうになア、疲れてんだろな」
　窓の外の足音が遠のいて行き、ぼんやりした意識の中で、その言葉だけが
心に残った。
　いつの間にか私の目は、彼を追うようになっていた。同じ年代の共演者た
ちと話す時の彼の笑顔、声、言葉、全てを追いながら、無邪気に溶け込めな
い自分がたまらなく口惜しかった。何故なのだろうかと、何度か自分に問い
かけてもみたが、考えられば考えるほど自分の心がかたくなになっていくよ
うな気がした。
　やがて、仕事を重ねるにっれ、少しずっ言葉を交わせるようになり、時に
は軽口を叩き合ったりもできるようになっていった。だが、もともと会話を
得意としない私にとって、それは苦痛でもあった。せっかく話をしていても
話が持続しない。自分が発した言葉を反鍔してみると、面白くないことばか
りを言っている。二人の会話はいっも簡単に途絶えてしまった。それは、ど
こかで、もうすでに彼をひとりの異性として意識していた自分に対する、ひ
とりの女としての自信のなさでもあった。
　初めて仕事をした日から、私は彼をr三浦クン」と呼んでいた。まるで学
校の友達を呼ぶような気軽さだった。しばらくの間は実際、何の意識もせず
あたり前のようにそう呼べていた。だが、ある日突然、彼をr三浦クン」と
気軽に呼ぶことにためらいを覚えた。
　七つも年下の私が“クン”づけで呼んだりしてはいけない、そんな気持ち
も確かにあったが、それよりも、気持ちの内側で、私はもはや、名前の下に
どんな呼称をっけても、彼の名前そのものを口にすることに、かすかなため
らいを覚えるようになっていた。
　そうしている間にも、コマーシャル、『伊豆の踊子』、『潮騒』、『絶唱』、テ
レビドラマ……、いつの間にか私たちは、ゴールデン・コンビと呼ばれるよ
うになっていた。私たちは、毎日の生活時間のほとんどを共にしていた。親
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や妹と顔を合わせるよりも多くの時間、彼と共に仕事をしていた。情が移る
という言葉で表現されてしまうのは私自身、あまり嬉しくないが、たくさん
の時間を共有するうちに、初めr兄さんのような人」という気持ちがわずか
ながら違う方向へ走っていくのは感じていた。
　晴海埠頭のロケーションがあった時だった。彼の胸に顔を埋めるシーンで、
厚手のセーターを通して、私の耳に響いてくる彼の鼓動を聞きながら、rこ
の鼓動を特別の意識を持って聞くことのできる女性……私がなれたら」と
思った。
　それは、まぎれもない、恋の実感だった。
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資料2　城山三郎、1985年、r晴れた日の友」、『打たれ強く生きる』
　　　　　　　　　　　　　　　　日本経済新聞社、221－223ページ。
　　晴れた日の友
　銀座を歩いていて、rシロヤマー1」と大声で呼びとめられた。
　わたしは、二重にびっくりした。呼ばれたことだけでなく、そうした呼び
方をされたということに。
　呼んだのはだれかと思うと、中学同期のB君であった。わたしは首をかし
げた。
　わたしを本名で呼びすてにするのは自然だが、なぜペンネームを持ち出し
たのか。
　というのも、わたしはペンネームであるこの名前を最初に使った作品で受
賞し、すぐ作家になったからで、B君とは呼びすてで、っき合う期間など全
くなかった名前だからである。
　B君から電話がかかってくると、今度は家人が首をかしげた。
「シロヤマは居るかって。Bさんって、よほど、えらい人なの」
　B君は、建築事務所にっとめている。そこから電話してくるとき、とくに
そういう呼び方をする。
　要するに、城山を呼びすてにする関係にあるということを見せたいのであ
ろう。
　持ち上げられるのは、もっと困るが、こんな風に不当に親しくふるまわれ
るのも、考えてしまう。変わらぬ友がいちばんいい。
　B君は中学で同期ではあったが、クラスもちがい、ほとんどつき合いはな
かった。彼が親しくしてきたのは、わたしが作家としてデビューした後であ
る。っまり、r晴れた日の友」である。
　B君だけのことではない。
　政界の実力者を囲む財界人の会なども同じで、その人が総理確実となると、
会のメンバーが一気に数倍ふくれ上がる、という。
　鈴木健二さんの言葉を借りるなら、
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r井戸を掘っているときは助けにも来てくれなかったくせに、水が出たとな
ると、わっと寄ってくる」
　それが多くの人情なのであろう。
　その辺のところを、さめた目で見た上で、r晴れた日の友」とっき合うべ
きである。
　中学時代、本当に親しかった仲問とは、いまも本名で呼びすてというつき
合いをしている。
　先日、そうした友人である0君から、電話がかかってきた。
　わたしが新聞に書いた随筆が何か淋しそうだ。元気か。会いに行きたいが、
時間がないから、電話した一というのだ。
　電話ぎらいのわたしだが、この一本の電話はありがたかった。これこそ、
本当の友情なのだ。0君は、がらがら声で、豪快な人物。だが、そうした思
いやりを忘れない。
　こうした友の居る限り、たとえこの世で少々の打撃を受けることがあろう
と、打ちのめされてしまうこともあるまい。
持っべきものは真の友、とあらためて思った。
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4．結びに代えて
　一目本事情教育・研究のイノベーションを目指して一
　本論文は筆者にとり野心的な試みの第一歩である。なぜ野心的なのかと言
えば、筆者の全くの専門外領域への新規参入の試みであると同時に、新規参
入にもかかわらず「日本事情の教育と研究のイノベーション」を目指す試み
でもあるからである。それはr盲蛇に怖じず」を地で行くような無謀な試み
であるかもしれない。だが志高く掲げて果敢にチャレンジすること無く新し
いことが生みだされることは論理的にも経験的にもありえない。
　私が所属する大学は、「PLUS　ULTRA（より遠くを目指して）」をカ
レッジ・スローガンにしている。私もはるか遠くの目標を目指して教育・研
究のイノベーションを試みることとしよう。
（付記その1）
　私はいくっかの偶然の重なりによってr日本事情1」を担当することと
なった。私が留学生に対して関心を寄せるようになった最大の契機は、私が
2人の子供の父親であることであった。私は本学の留学生の状況を見ながら、
自分の子供達が同じような留学状況に置かれたとしたら、1人の父親として
の私は怒り狂うと思われたことが最も大きい契機である。
　もう一っの契機は、94年4月から1年間母校にr内地留学」し、実に大事
にして頂いた経験をしたからである。母校であることと、大学の専任教員で
あるという私の立場があったから、大学側の対応に大きな作用を与えたとい
う点を割り引いても、私がお世話になったr一橋大学産業経営研究所（現イ
ノベーション研究センター）」の事務の方々も書庫の方々も実に親切であっ
た。
　本稿に於けるrはじめに」の箇所で述べた3っの契機と上で述べた2つの
契機を合わせて考えれば、私がr日本事情1」を担当するようになったのは
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「偶然」の重なりのように見えながらも、「必然的」であり、「運命的」でさ
えあるのかもしれない。
　私は夏休み中に本稿の第2章までをまとめ、1回ごとの教案を作ったが、
それはとても心弾む経験であった。私は3年間講義を担当したら、r一冊の
教科書を書ける」くらいの努力を傾注したいと思っている。今少しずっ準備
をしている「経営学の入門書」よりも案外ずっと面白くなるような予感があ
る。特に童話と詩を教材にした部分では、毎日寝る前に子供達に読んで聞か
せた父親としての経験が生きている。詩は上の子の国語の教科書に載ってい
るものである。私は童話や詩も人生経験を積むことと年をとるとともに全く
新しい意味が見い出しうることを身を以て経験した。
　さらに子供が成人する「60歳まで飛行機には絶対乗らない」と決心してい
る私にとり、留学生と接触できるr日本事情1」は、私にとっての内なる小
さな「国際体験」である。9月21日からの講義を私はとても楽しみにしてい
る。
　この場をお借りして、留学生対象のカリキュラム改編にご尽力頂きました、
蘇田三千穂氏（教務委員長）、柿沼陽七郎氏（事務局長）、諸星のり子氏（教
務部長）、島村志津夫氏（教務課長）、原田博氏（教務委員）の方々のご尽力
に対しまして心より感謝申し上げます。また多数の参考文献・資料の購入と
収集とにお骨折り頂きました図書館の皆様、とりわけ宍戸藤重氏、瀧島君子
氏、管野善子氏、篠崎京子氏の方々に対しまして深謝申し上げます。
　本稿の第2章の殆ど全ては、妻の実家である茨城県下館市川島の家の茶の
間のテーブルで書いた。実家に久しぶりに宿泊させて頂きながら、花火大会
を見て、夜一緒にビールを飲む以外は、せっせと原稿用紙に向かう義理の息
子を温かく見っめてくれる義父高行（偶然私と同名同字である）と、義母ト
シのお2人に心からの感謝を記すことをお許し頂きたい。
　私が家よりもずうっと広く、物も少ない実家の中を我が物顔にキャー
キャーと声を上げながら駆け廻る2人の子供高弘と誠恵は今年の夏休みも私
のr元気の素」であった。海へ行き、ディズニーランドに行き、そして早朝
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から並んでポケモンの映画を見て、開店前から並んでポケモンスタジアム
（任天堂64のゲームソフト）を買った今年の夏休み前半、私は家族に励まさ
れながら、論文を2本書き、学会報告の準備を行ない、新しく担当するr日
本事情1」の講義用ノートをきちんと準備し、ビジネス開発研究所が小山市
から受託した調査の為の、工場アンケートのrアンケート票設計」を行なう
という超過密スケジュールを何とか乗り切ることができた。妻智恵子と高弘
と誠恵に夫と父親が心から感謝していることを最後に記すことをお許し頂き
たい。
　　　　　　　　　　　　　　　　（1998年8月19日　49歳の誕生日に）
（付記その2）
　付記その1では、講義実施前のplanning段階での情況と心境とを記した
ので、9月21日以降に講義を何回か経験し、3章の一部を書き終えてからの
doingとseeing段階での情況と心境とを以下記しておくこととししたい。
　第一に書いておきたいことは当然のことながら、留学生の日本語の基礎学
力には大きなバラツキが存在していて、日本語による説明のレベルを決定し
維持していくことは困難かつ大きな課題であることを改めて認識させられた
ことである。第二に書いておきたいことは、これも当然のことであるが、
r留学生の学習意欲」には大きな温度差が存在していることであり、学習意
欲を高めるモチベーティングな教育方法を今後も模索していくことが必要不
可欠であることを改めて強く感じたことである。第三に記しておきたいこと
は、前述の学習意欲の大きなバラツキの存在という現象の根底には、留学生
であるが故の「甘え」が見られることである。この甘えは彼らの生得的、性
格的なものでは無く、留学生により親切でありたいという個別的には極めて
妥当な教員1人1人の態度と評価とが彼らにr学習された甘え（leamed
advantage）」を体得させてしまったのだと私は思う。私の日本事情では、
予め渡された教材を読んでそれについてレポートを書いてそれを持参してき
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て授業中にそれを読み上げてもらい、私がコメントをして、授業終了時にそ
れを提出してもらうことが不可欠であり、学生にその準備をして授業に参加
してもらうことが単位認定の前提条件である。
　しかしながら欠席した3人の留学生が、教材を私の許に取りに来てレポー
トを出すことを全くせずに次の授業に参加したので、rそれはおかしい、や
るべきことをきちんとやってから参加すべきである」と言い聞かせても、最
初は私の言うことが理解できない様子だった。私は毎回提出してもらったレ
ポートを全て読んで、次週に全体的或いは個別的にコメントをしているので、
留学生諸君にも必ずレポートを提出してもらいたいと考えているが、それは
彼らの大部分にとり意外かっ厳しい要求だったらしい。
　私は現代日本における大学教育の最大の問題点は、楽勝科目の存在と形式
的、セレモニアルな単位認定試験の存在とであると認識している。
　きちんとした勉強や試験準備を殆どすること無く単位が手に入るr単位の
叩き売り（bargain　saie　of　unit）」を体験した学生が、r学習性怠惰（learn－
ed　idieness）」を身に着けることになるのは論理的必然的帰結であると思わ
れる。自らの行為によって学生をspoilしておきながら、rうちの学生は勉
強しようとしない」などと発言する教員がもしいるとするならば、それは
r天につばする行為」以外の何物でもないと私は思う。
　留学生1人1人に、大学卒業生の名にふさわしい知的能力と技術的能力と
高い教養とを身に着けさせることは、留学生を受け入れている大学という教
育機関の当然の社会的使命の重要な一部分である。社会的使命を十全に果た
していない社会的組織体は、自己のレーゾン・デートルを主張することは遂
に不可能な事であることが忘れられてはならないだろう。
　私自身の日本事情の講義計画の立案策定能力及び、講義実践能力とは、ど
んなにひいき目に見ても不十分の極みである。だが私の20年強に及ぶ教育経
験から言えることは、志高く掲げて（私は白鵬大学の校歌のこの一節は大変
好きである）、教育ドメインのデザインを絶えず微調整しながら改善し続け
ていけば、約10年程で思いもしなかった程の高みに到達可能だということで
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ある。毎週毎週の講義の準備は、それ自体はごく小さなレンガを1個ずっ積
み上げる作業によく似ている。だがそのレンガのひとっひとつはいっか見上
げるような建物を造り上げることを可能にする「小さな一個」なのだと私は
深く信じている。
　後期になってから私は、週2回の経営戦略論や、経営学史∬、ゼミナール
の準備に加え、ビジネス開発研究所の小山市からの受託調査、大学院開設準
備、学外での各種の講演、そして学会報告の準備に文字通り忙殺されており、
新しく始あた日本事情の準備は、毎週日曜日を1日当てる必要がある。その
ようなわけで、毎週土曜日も日曜日も大学に仕事に出かける私は、必然的に
家庭サービスを不十分にしかできない状態である。
　家へ帰った私を待ちかまえて近よってくる2人の子供高弘と誠恵と、その
日起こったあれこれを熱心に話しかける妻智恵子に対して、私は心の中で来
年1月を過ぎれば少し時間が自由になるからそれまで申し訳ないががまんし
て欲しいとそっとわびている。2人の子供と妻に対してこの場をお借りして
心からの済まないという気持ちを記すことをお許し頂きたい。2人の子供に
はまだまだ理解できないかもしれないが、r意地を通す」という心の在り方
が時として人間を強く動機づけることがあるのである。そんな父親の教育者
　　　きようじとしての幹持をいっか2人の子供だけでも理解してくれれば私は大変嬉しい。
　　　　　　（1998年10月18日　大学ビジネス開発研究所特別研究室にて）
（付記その3）
　98年9月と10月の殆どを使って、・まず留学生との間にr相手に心を開いて
率直に自分の考えを話せるような雰囲気作り」を心がけた講義を行なう試み
を行なった。出席常ならぬ学生も3分の1位はいたけれど、毎回出て熱心に
話を聴いてくれる留学生の熱意に応え、私は毎回授業の最後に彼ら・彼女ら
に書いてもらう短いレポートの日本文を添削して毎週そのコピーを返却し、
彼らの意見のいくつかに対する私のコメントを教室で話すという講義スタイ
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ルをとるようになった。留学生の顔と名前も覚え、1人1人の字や日本語の
間違いのクセや考え方のクセも少しずつ分かるようになり、私は日本事情1
を今年度から担当して本当に良かったとそう感じている。
　日本事情1を担当して改めて気付かされたことがある。毎回レポートを書
いて提出してもらいその日本文を添削しながら、彼らの努力の跡を強く感じ
た。私も今必要があって1週間に原稿用紙10枚分位の英文を書いているが、
これ程長期に渡って英語と付き合いながら外国語で文章を書くことの難しさ
は今も変わらない。留学生の日本語の文章を添削する度に僅か2～3年の学
習でここまで書けるようになる為には、どれほど心の張りつめた努力が傾け
られたのだろうかと頭の下がる思いがするとともに、英文を私もこの程度ま
で書けるように頑張らなくてはと強くモチベートされた。
　さらに私は、いっも自分に問いかけ続けてきている問題（日本人の社会的
に動機付けられた諸行動の動機付け要因の探究）を留学生向けに一層分かり
易いストーリーとして再構成して話して、その話にっいての感想・意見・批
判を書いてもらったが、留学生という立場からの意見・批判の中にはこちら
がハッとするような斬新な見解があり、私はもう一度問題を考え直す貴重な
きっかけを与えられた。
　12月に入ってから私は、少し余裕ができても相変わらず朝6時頃に家を出
る生活をしているが、夕食に間に合うように家に帰れるようになった。そん
なに大層なご馳走が出るわけではないが、家族そろって夕食をとるというそ
の「当り前のありふれたこと」の大切さと幸せとを私はかみしめている。
　　　　　　　　（1998年12月14日　ビジネス開発研究所特別研究室にて）
（付記その4）
　この日本事情1にっいての論文用草稿を最初に書いたのは、1997年10月28
日であり、その後断続的に書き継がれ1998年の夏休みに集中的に準備稿が書
かれた。98年10月と12月とに講義実践に基づいて小論が追加された。その後
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まとまった時間が中々取れなかったので、3部の2節の一部と3節の一部と
第4章とは1999年のゴールデンウィークにようやく書くことができた。足か
け1年7ケ月程かかったことになる。念の為に一言付言すれば、第3章2節
の教案の一部を実際に授業で取り上げた際には、やや分かりにくいと思われ
る日本語（専門語ばかりでなく日常用語も含めて）にっいては、板書をして
丁寧に何度も言い替えて説明するように心がけ、日本人の平均的学生を対象
とした場合の3～4倍の時間を投じた。従って講義のコミュニケーションの
側面に関しては十分な配慮を心がけたことをここに明記してお断りしておき
たい。
　私自身が自らの専門と遠く離れたr日本事情」という科目に関連して論文
を書いた動機について簡単に触れておきたい。私立大学に於いては国立大学
に比べて教官数に余裕が無いことと人件費を効率化しなければならないとい
う私学経営上の配慮から、どうしても専門外の科目を担当せざるをえないこ
とが多い。非専門の科目を短期的にピンチヒッターとして（悪く言えば穴埋
めとして）担当する場合にはそうする必要はないが、長期間に渡って専門外
の科目を担当しようとする（せざるをえない）場合には、最低限3本程度の
きちんとした論文を書くことが、研究者としての良心の証（あかし）であり
科目を受講する学生に対する最低限の礼儀であると私は考えている。大学院
に於いて長年に渡って研鐙を続け研究成果を何本か書いて初めて、文部省の
大学設置審からある1っの専門科目の担当を許されることを考えるならば、
研究成果を伴わない科目担当は「無免許運転」に等しいことだと言っても過
言ではないであろう。私自身に話を限定すれば、短期大学と大学に於いて私
はr経営学総論」、r経営概論」、r経営学史」、r外書講読」、r演習」の審査に
合格し、大学院では、修士課程に於けるr経営戦略論」とr研究指導」とで
丸合を頂いている。公式にオーソライズされていない科目は、r商学総論」
とr日本事情」の2科目であるが、前者に関しては著書と多数の論文とがあ
るので、後はまだr仮免状態」の日本事情についてきちんとした研究成果を
出すことが私の残された責務であると考えられる。私にはあと2本の論文を
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書けば心の負債を返済することが可能となる。
　話は大きく変わるが、付記その1、その2を書いていた昨年の夏休みから
秋までの時期の私の心の中には、「激しい憤（いきどお）り」が渦巻いてお
り、その怒りをエネルギーにして執筆が行なわれたのが事実である。怒りの
原因の生じた日々から1年半くらい経って少し落ち着いてきた私は、そんな
方々に腹を立てても事態は何も変わりはしないと思うようになった。過去と
職業的誠実さのかけらも無い大人の他人とを変えることは不可能事であるこ
とは古今東西の真理であろう。だがそう考える一方で、不正を憎み、職業的
義務の放棄を許せない私自身の正義感を、それが青くさく寛容さに欠ける点
があっても今後も変わることなく持ち続けたいと私は思う。高校生の時の恩
師である相楽達先生から大学生時代の私は、r梯川君は清濁合わせ飲めるよ
うにならなければいけないよ。」と私の狭量さ、許容度の低さを直すように
というアドヴァイスを頂いたことがある。その後の人生の中で、私はそうな
ろうと意識的努力を重ねてきたが、職業的誠実さの欠如だけは今なお全く許
容する気持ちにはなれない。どうでも良いことに対しては私も許容度が高く
なったが、本質的なことをどうでも良いとは到底思うことはできない。その
意味で「三っ子の魂百まで」という諺は正しいと思われる。人聞とは所詮己
れの信ずる途を歩み続けるしかない生き物なのであろう。たとえ力足らずし
て中道に廃す（論語）としても、人生に於いて最も大切なことでは、自己の
信念を曲げず妥協することを拒否して生きていきたい。それは私の強い希い
であり、恩師と親友、教え子、そして家族だけでも私の気持ちを分かってく
れるなら人生も捨てたものではない。
　　　　　　　　　　　　　　　　（1999年5月5日　自宅の台所にて）
記追
　実は新年度用の新しい話として4本のストーリーをゴールデンウィーク中
に書き下ろし、rさあ今年も頑張ろう」と意気込んでいた所、5月7日の授
一184一
日本事情の教育ドメインをどうデザインするべきか（その1）
業中に事務局教務課の方が見えられ、受講生が3名しかいないので今年は閉
講するという方向でお願いできないかと私に相談されるとともに、3名の受
講生には他の2単位科目を選択し直してくれないだろうかとの依頼が教室で
なされた。5月12日の合同教授会で、私の担当する日本事情1の平成11年度
の閉講が正式に決定された。殆ど全学生を対象とした科目も、留学生の1年
生20入を対象とした科目も、一律に5名以下の場合は閉講する（勿論超コマ
である場合に担当教員の了解の元にという条件付きであるが）というのはい
かにも乱暴な話しであると私は思う。しかしながら受験生が急速に減少し、
授業のコスト・パフォーマンスを大学当局が見直さざるをえないのだろうと
付度したことに加え、超コマは大変気の毒だと授業を1ケ月行なった後で親
切に申し入れて下さった涙がこぼれるくらい有難いそのご高配を無にするこ
とは大変心苦しかったことと、さらに3名しか受講生を集めることのできな
かった不人気教師としての私にとり、生来大変気の弱い性格でもあり、日本
的和の精神を尊ぶことにおいては入後に落ちないという性格もありr3名で
も俺は授業をやるぞ」と強気に主張することは遂に不可能なことであった。
　上述のような経緯から、本論文には学生を前にして一回講義してからの彼
らの反応を見て部分的に或いは全面的に加筆修正をするという私の通常のプ
ロセスを経ない4本のnew　storiesが含まれることとなった。掲載を1年
遅らせて来年6月に投稿するということも可能な選択肢ではあるが、次年度
受講生が必ず増加するという確かな保証は何もないから、当然次年度も閉講
という場合もありうることも考えて、既に原稿が出来上がっていることでも
あり、本号に投稿を決意した次第である。
　この文章を書いているのは6月2日で、もう5月も終わった。やりたいこ
と、やらねばならないことの多さに比べ、時の経っことの何と早いことか、
浜崎あゆみが歌うようにr私には時間が無い」。そして私はもはやr疲れを
知らない子供」（小椋佳）でもない。体力も気力もそして視力も落ちた。残
されたありったけのエネルギーを投入して、意志の力を奮い立たせ果たすべ
き役割を果たしていこう。
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希望とは　意志の力で　持っものと
　　　　　　　　五月の風が　強くささやく
（1999年5月27日）
五月晴れ　かって羨む　ボール投げ
　　　　　　　父となりてぞ今日楽しまん
（1999年5月30日）
六月の　涼風（すずかぜ）軽く　ほほにふれ
　　　　　　　　　夢は高みに　なげてありしか
（1999年6月1日）
（1999年6月2日　自宅の台所にて）
（注1）製品ドメインのデザインに関しては、筆者の次の研究を参照のこと。
〔1〕梯川高行、1997年、r経営戦略の理論と実証（その5）：　　ケース
　　・メソッドによる経営戦略論入門（その2）：新製品開発戦略と戦略
　　的相補的資産の内部化一」
（注2）ストアドメイン・デザインに関しては、筆者の次の研究を参照のこ
と。
〔2〕柳川高行、1998年、r研究ノート　ふだん着の経営学一新しい経営
　　学入門一（その1）」、r白鵬大学論集』、第12巻第2号、105～205
　　ぺ一ジ、特に151～155ぺ一ジ。
（注3）教授者の個人的に話しておきたいindividual　contentについて、
誤解を生じないように一言付言しておきたい。individUal　COntentは、
いわゆる「雑談（idle　story）」とは異なる。話しの文脈との関連から触
れておきたいr専門的雑談（profession－related　sub－story）」と、話し
の文脈と関連しないように思われるが、人生の実体験において教授者が体
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験的に掴みとってきており、学生に是非話しておきたいというr人間的真
実」を語るr人間的雑談（human－related　sub－story）」とが、indivi．
dual　contentの中味である。
　セブンーイレブンとの話の関連で、学習する構造的メカニズムを持った
他の企業や個人の話に広がることを超えて、大学でのキャリア・デザイン
論へと話題が広がっていくことは、profession－related　sub－storyの代
表例である。
　岡本真夜のヒット曲丁OMORROWの歌詞r涙の数だけ強くなれるよ」
を、実生活でどのように実践していけるのかを、経営学の用語を用いて説
明することは、human－related　sub－storyの代表例であろう。
（注4）日本事情のカリキュラム内容については、昭和37年の文部省通達に
おいて大まかな指針が示されただけなので、大学とそこに於ける担当者に
より、r様々な解釈」とr意義づけ」が試みられているが、従来の日本事
情の授業報告は、日本語教師がその実施にあたっている例が多いせいか、
日本語教育にかなりの比重が置かれる傾向が見られた。
　そのような観点から日本語の授業とは別個に日本事情の内容を組み立て
実践している報告としては、例えば次の東北大学の佐藤勢紀子氏の研究を
参照されたい。
〔3〕佐藤勢紀子、1996年、rr日本事情」覚書　　ウチ・ソト意識を中心に
　　一」、r放送教育研究センター研究紀要』、第13号、193～207ぺ一ジ。
　さらに、次の日本事情に関する論文も合せて参照されたい。
〔4〕金田一秀穂、1991年、r日本事情の考え方」、r日本語国際センター紀
　　要』、第1号、181～193ぺ一ジ。
〔5〕松井芳和、1991年、「「日本事情」をめぐる諸問題一従来の議論と国
　　際センターの研修から考える　　」、r日本語国際センター紀要』、第
　　1号、157～179ぺ一ジ。
〔6〕金本節子、1995年、r℃ultural　Studies’としてみた「日本事情」」、
　　　r茨城大学教養部紀要』、第27号、209～217ぺ一ジ。
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（注5）白鴎大学図書館が、購入及び寄贈によって収集して下さった、「留
学生向け教育」特にr日本語教育」に関する研究資料は、次の通りである。
〔7〕ArtesLiberales（アルテス・リベラレス）
〔8〕平成3年度文部省大学教育方法　改善経費プロジェクト報告書（1991）
〔9〕広島大学留学生センター紀要
〔10〕広島大学留学生日本語教育
〔11〕講座　日本語教育
〔12〕長崎大学留学生の理念と組織化にっいて（1992）
〔13〕日本語教育論集
〔14〕東京学芸大学附属学校研究紀要
〔15〕東北大学留学生センター紀要（1993）
〔16〕東北大学日本語教育研究論集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本学経営学部教授）
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